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M O N T H L Y  R E P O R T

　十八親和アートギャラリーでは、11月12日から季節展示室と絵画展示室1、ホワイエに於いて秋季恒例企画
「曝涼展～掛軸の世界」を、陶磁器展示室2に於いて陶磁器小企画「煌めく釉薬」を開催いたします。
　秋の恒例企画「曝涼展」では、所蔵品の虫干しを兼ねて掛軸の一般公開を行っています。江戸時代の南画家・
椿椿山、長崎県出身の日本画家・小林観爾などの山水画や花鳥画のほか、木庵性瑫、即非如一、良寛和尚による
一行書など約40幅をご紹介いたします。
　また、陶磁器小企画「煌めく釉薬」では、弊館の多彩な陶磁器コレクションの中から、釉薬の美しさが際立つ、
孔雀釉、塩釉、天目釉による未公開作品5点をご紹介いたします。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。
※企画展の会期は、次回展の都合により変更する場合があります

十八親和アートギャラリー
鑑 賞 無 料

［開館時間］10：00～16：00（入館は15：30まで）
［休 館 日］日・月・祝日、年末年始（12/30～1/4）
※土曜日が祝日の場合は開館

長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル1F　TEL.0956-23-4856　西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分、ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

さいとう・べんさく：有田の奥川忠右衛門窯で修業。1964年に日展入選以降、日本伝統工芸展、一水会展などで入選を
重ねる他、国際陶芸展、フランス国際芸術サロン展など国際展への招待多数。木の葉の模様を映し出した独自技法
「染付木の葉流し」など移ろう自然をテーマに作陶。現在、大分県佐伯市に一土窯を構える。日本工芸会正会員。

斉藤 勉作

◀過去の展示風景

めく釉薬
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斉藤 勉作 《天目釉鳴門大花器》▶

2025

陶磁器小企画

秋季恒例企画



佐
世
保
本
店
ビ
ル
で
は
建
物
全
体
を
通

じ
て
楕
円
の
デ
ザ
イ
ン
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

て
い
ま
す
。天
井
照
明
、天
窓
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ

タ
ン
、鏡
な
ど
、建
物
の
中
に
あ
る
楕
円
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、白
井
晟
一
は
エ
ン
ブ
レ
ム
の

デ
ザ
イ
ン
に
も
秀
で
た
建
築
家
で
す
。建
物
に
は

親
和
銀
行
専
用
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。白
井
晟
一
が
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜

い
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、見
る
も
の
を
惹
き
つ
け
、

そ
の
美
し
さ
と
深
遠
さ
に
感
動
を
覚
え
ま
す
。

建
物
の
特
徴
は
？

十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
ビ
ル（
旧
親
和
銀

行
本
店
）は
、建
築
家
・
白
井
晟
一
の
代
表
作
で
す
。１
９

６
７
年
の
第
１
期（
本
館
）、１
９
６
９
年
の
第
２
期（
本

館
）、１
９
７
５
年
の
第
３
期（
懐
霄
館
）に
わ
た
っ
て
、延

べ
10
年
を
超
え
る
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。現

在
も
十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
営
業
部
の
窓
口
と

し
て
機
能
す
る
第
１
期
棟
は
、黒
い
円
柱
の
上
に
白
い
大

理
石
の
塊
が
載
る
特
徴
的
な
建
物
で
す
。こ
れ
は
、１
９

５
５
年
、白
井
が
誰
か
ら
も
頼
ま
れ
ず
に
取
り
組
ん
だ
原

爆
・
核
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
美
術
館
構
想「
原
爆
堂

計
画
」が
そ
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
建
物
で
す
か
？

高
さ
約
40
ｍ
、11
階
建
て
、ま

る
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
よ
う
な
巨

大
な
塔
で
す
。１
９
７
５
年
の
竣
工
当

時
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た

電
算
事
務
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。外
壁
工
事
に
あ
た
っ
て
は

１
日
１
段
、職
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

一
つ
一
つ
８
カ
月
の
時
間
を
要
し
て
積

み
上
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
い
し
ょ
う
か
ん

懐
霄
館
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ケ
ー
ド
街
か
ら
外
観
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
や
、佐
世
保
本
店
営
業
部
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
く

こ
と
は
可
能
で
す
。し
か
し
、現
役
の
建
物
で
あ
る
為
、

佐
世
保
本
店
の
内
部
や
懐
霄
館
は
一
般
公
開
し
て
お
り

ま
せ
ん
。そ
の
代
わ
り
、佐
世
保
本
店
営
業
部
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
展
示
ス
ペ
ー
ス「
白
井
晟
一
と
親
和
銀

行
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。本
ス
ペ
ー
ス
で
は
、普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
建
物
内
部
の
写
真
も
展
示
し
て
い
ま

す
。入
場
無
料
・
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。本
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
通
じ
て
、佐
世
保
と
共
に
歩
ん
で
き
た
佐
世

保
本
店
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

展示スペース「白井晟一と親和銀行」
住所：長崎県佐世保市島瀬町10-12

開放時間：平日7：00～23：00、土日祝8：00～21：00
（ATMコーナーと同じ）

Q

Q

Q

建
築
家
・し

ら 

い 

せ
い
い
ち

白
井
晟
一

は
ど
ん
な
人
？

Q

白
井
晟
一（
１
９

０
５
年
〜
１
９
８
３
年
）

は
、京
都
市
出
身
で
す
。

和
風
と
洋
風
の
建
築
が

融
合
し
た
独
特
な
作
風

で
、「
哲
学
の
建
築
家
」と

も
称
さ
れ
ま
す
。

前
川

山
本

山
本

山
本

前
川

前川 雄紀（まえかわ・ゆうき）
佐世保県北本部
主任調査役
■趣味：ゴルフ
■休日の過ごし方：テレビで野球
観戦

山本 康一（やまもと・こういち）
佐世保県北本部
■趣味：釣り
■休日の過ごし方：釣りに行って
います!

今月の表紙になった建物をご紹介します!

表紙
佐世保本店ビル 懐霄館

十八親和銀行

今月の

楕円の夜間金庫 ラテン語のメッセージ

11階 佐世保港を見渡せる展望室。船の操舵室を模した佐世保らしい意匠

私たちが
お答えします!

右から本館第1期、本館第2期、後ろの高層建築が懐霄館

親
和
銀
行
の
前
身
・
旧
佐

世
保
商
業
銀
行
本
店
表
通
り
に
使

用
さ
れ
て
い
た
き
し
ざ
き 

や 

こ
う

岸
崎
夜
光
の
レ
リ
ー

フ
は
白
井
晟
一
の
意
向
に
よ
り
、本

館
４
階
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
川

4階の屋外レリーフ

9階ホール。照明は円形のデザインを採用 エントランスホールには「泉」を設置。波紋のような絨毯も特徴的

心地よい空間のサロン。竣工時は美術品が飾られていた 壁ではなく、金属のボールチェーンを吊り下げて空間を区切る手法

本
館
の

お
客
さ
ま
用
階

段
は
、下
か
ら

上
ま
で
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い

継
ぎ
目
の
な
い

手
す
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

山
本

ゆるやかな曲線が続く螺旋階段

曲
線
が
美
し
い

螺
旋
階
段
に
注
目

懐霄館のエンブレム 装飾の施された丸鏡

建
物
の
見
学
は
で
き
ま
す
か
？

Q

レ
リ
ー
フ
を
移
設

かいしょうかん
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佐
世
保
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店（
旧
親
和
銀
行
本
店
）

は
建
築
家・白
井
晟
一
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
の
建
築
家
と
し
て
の
歩
み
は
、日
本

画
家
で
あ
っ
た
義
兄
、こ

ん 

ど
う 

こ
う
い
ち 

ろ 

近
藤
浩
一
路
の
自
宅

兼
ア
ト
リ
エ（
※
１
）の
設
計
打
ち
合
わ
せ
を
担

当
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、個
人

住
宅
か
ら

ぜ
ん
し
ょ
う
じ 

善
照
寺
本
堂（
東
京
都
）、秋
ノ
宮

村
役
場（
秋
田
県
）、渋
谷
区
　
し
ょ
う
と
う
　

立
松
濤
美
術
館

（
東
京
都
）な
ど
の
公
共
建
築
ま
で
幅
広
く

手
掛
け
て
い
き
ま
す
。ま
た
そ
の
一
方
で
、書

籍
装
丁
の
仕
事
や 

こ
　
し 

こ
ん
げ
ん

顧
之
昏
元
と
号
し
た
書
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
、独
自
の
美
意
識
に
基
づ
い
た

多
彩
な
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
の
建
築
で
は
、１
９
６
３
年
に
東
京

支
店（
旧
親
和
銀
行
東
京
支
店
、現
存
せ
ず
）

（
※
２
）と
大
波
止
支
店（
長
崎
市
）、３
期
10

年
に
及
ぶ
大
工
事
を
経
て
１
９
７
５
年
に
完

成
し
た
佐
世
保
本
店
・
懐
霄
館（
旧
親
和
銀

行
本
店
）が
白
井
の
設
計
に
よ
り
建
設
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
当
行
と
白
井
の
縁
は
、広
い
交

友
関
係
を
持
つ
白
井
の
義
兄
で
あ
る
近
藤
が
、

旧
親
和
銀
行
の
き
た 

む
ら 

と
く 

た 

ろ
う

北
村
徳
太
郎
会
長
に
白
井

を
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
※
１
）後
に
所
有
者
が
変
わ
り
、「
河
村
邸
」と
し
て
紹

介
さ
れ
る
建
物

（
※
２
）銀
座
に
建
設
さ
れ
た
。所
有
者
が
変
わ
っ
た
後
、

２
０
０
６
年
に
解
体

　
当
館
が
所
蔵
す
る
美
術
品
の
多
く
は
昭

和
期
に
収
蔵
さ
れ
、懐
霄
館
の
展
示
室
な
ど

で
公
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。そ
の
中
で

4 15

3 2

6

親和銀行本店完成図　作画：竹中工務店

近藤浩一路《渓の音》　当館での展示風景

建
築
家
・
白
井
晟
一

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵

白
井
晟
一
関
連
作
品

1.2.3.昨年開催した特別企画展「白井晟一と親和銀行～邂逅する作品たち」展示風景。2.3.の展示作品は全て白井晟一建築研究所（アトリエNo.5）所蔵 ／
4.白井晟一の書3点（当館所蔵）／5.6.北村徳太郎会長の書（当館所蔵）

白井晟一による親和銀行建築

白
井
晟
一
関
連
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に

は
、《
本
店
完
成
図
》（
作
画
：
竹
中
工
務

店
）、《
大
波
止
支
店
設
計
図
》、白
井
晟
一

の
書《
澄
霊
》、近
藤
浩
一
路
の
大
作《
渓
の

音
》な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
で《
本
店
完

成
図
》（
左
絵
参
照
）を
見
て
み
る
と
、画
面

右
端
に
第
１
期（
本
館
）、左
端
に
第
２
期（
本

館
）が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
背
後

に
聳
え
る
第
３
期
の
懐
霄
館
は
ま
だ
描
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。そ
し
て
本
図
の
右
端
は
現
在
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、当
時
は
車
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昨
年
に
開
催
し
た
特
別
展「
白
井
晟
一
と

親
和
銀
行
〜
邂
逅
す
る
作
品
た
ち
」で
は
、こ

れ
ら
当
行
の
所
蔵
品
に
加
え
て
、白
井
晟
一

建
築
研
究
所（
ア
ト
リ
エ
Ｎｏ
．５
）か
ら
お
借

り
し
た
、銀
行
名
の
レ
タ
リ
ン
グ
原
画
や
原

爆
堂
計
画
の
初
期
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
貴
重
な
作

品
資
料
を
展
示
、公
開
し
ま
し
た
。

　
白
井
に
よ
る
一
連
の
親
和
銀
行
建
築
と
当

館
に
残
る
美
術
品
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、半

世
紀
の
時
を
越
え
て
伝
わ
る
奇
し
き
巡
り
あ

わ
せ
が
見
え
て
き
ま
す
。

（
十
八
親
和
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
　
藤
松 

綾
子
）

大波止支店建設時に白井晟一がデザインしたとされる灰皿

特別寄稿

十八親和アートギャラリー
鑑 賞 無 料

［開館時間］10：00～16：00（入館は15：30まで）
［休 館 日］日・月・祝日、年末年始（12/30～1/4）

※土曜日が祝日の場合は開館

長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル1F

TEL0956-23-4856
西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分
ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分
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懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

「
匂
い
」は
覚
え
て
い
る

　「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ（
※
）」は
１
９
６
４
年
６
月
に

開
通
し
、今
年
60
周
年
を
迎
え
た
。阿
蘇
市
一
の
宮
か
ら

九
重
の
山
を
越
え
て
由
布
市

み
ず
わ
け

水
分
峠
ま
で
の

   52
㎞
の
区
間

に
は
農
地
や
牧
草
地
が
果
て
し
な
く
広
が
り
、く
じ
ゅ
う

連
山
の
新
緑
や
紅
葉
を
満
喫
で
き
る
。

　
当
時
は「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
言
葉
の

響
き
に
、大
人
も
子
ど
も
も
ま
だ
見
ぬ「
や
ま
な
み
」へ
思
い

を
巡
ら
せ
た
も
の
だ
。冷
房
の
な
い
小
型
車
の
三
角
窓
を

全
開
に
し
て
高
原
を
走
り
抜
け
る
爽
快
感
、ま
き 

の
　
と 

牧
ノ
戸
峠
で
は

外
気
が
急
に
冷
え
て
車
内
の
全
員
が
驚
い
た
。温
泉
蒸
気

が
立
ち
昇
る

ち
ょ
う
じ
ゃ
ば
る

長
者
原
が
近
づ
く
に
つ
れ
強
く
な
る
硫
黄
臭

を
、今
で
も
通
過
す
る
た
び
無
意
識
に
探
し
て
し
ま
う
。

　
ま
だ
未
舗
装
の
悪
路
が
残
っ
て
い
た
あ
の
頃
、上
下
左
右

に
大
き
く
揺
ら
れ
な
が
ら
走
る
や
ま
な
み
への
道
中
も
ま
た
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
。

※
正
式
名
称「
別
府
阿
蘇
有
料
道
路
」 

通
行
料
金
は
全
線
で
１
，８
５
０
円

で
あ
っ
た
が
、１
９
９
４
年
６
月
か
ら
無
料
に

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲雲海の根子岳と阿蘇

▲正面奥に硫黄山 ▲遠くに猟師岳 ▲寒の地獄温泉

▲長者原ビジターセンター

◉長者原ビジターセンター

住所：
大分県玖珠郡
九重町田野
255-33

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。バックナンバーの
お知らせ
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月
か
ら
無
料
に

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲雲海の根子岳と阿蘇

▲正面奥に硫黄山 ▲遠くに猟師岳 ▲寒の地獄温泉

▲長者原ビジターセンター

◉長者原ビジターセンター

住所：
大分県玖珠郡
九重町田野
255-33

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。バックナンバーの
お知らせ
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今月の表紙
十八親和銀行 佐世保本店ビル 懐霄館
十八親和アートギャラリー特別寄稿

懐かしい情景を探して
「匂い」は覚えている

特集
JAPAN BASE

九州企業のサステナビリティ
株式会社 アイ・リンクホールディングス　代表取締役　石島 久司 氏
PINCH HITTER JAPAN 株式会社　代表取締役　吉岡 拓哉 氏
西部道路 株式会社　代表取締役　本岡 眞 氏

海外駐在員事務所が伝えるグローバルの今
シンガポール

お城巡り
近畿編

FFG Victory Road
福岡中央銀行　バスケットボールコーチ　中村 洋二

長崎だより
知らなかった山暮らし

地域とつながるFFG連携プロジェクト
～型破りが世界を変える～
「長崎学生ビジネスプランコンテスト2024」を開催しました

九州の星
第18回 エコノミクス甲子園全国大会
長崎県立佐世保北高等学校　優勝
大久保 優樹 氏 ・ 田代 豊 氏

4

6

14

26

29

33

36

42

44

今後のより良い誌面作りの
参考とさせていただくため、
アンケートのご協力を
お願い致します。

読者アンケートのお願い

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?
SMPFORM=pdqc-mardsj-9e6cf247
09de56ecfd34a43a19d5de47

5 FFG MONTHLY SURVEY Vol.167



　
２
０
２
３
年
６
月
６
日
、日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
強
化
拠
点
、ア
ジ
ア
の
ラ
グ
ビ
ー
普
及
拠
点
、そ
し
て
福
岡
の
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及・

育
成
に
つ
な
が
る『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
、福
岡
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、ど
の
よ
う
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
の
か
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聞
き
手
：
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ブ
ル
ー
グ
ル
ー
パ
ー
ズ（
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
）　
部
長
　
は
や
し林 

ひ
で
ゆ
き

秀
之

ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
愛
さ
れ
る
街
へ

福
岡
の
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
に
誕
生
し
た『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

ジ
ャ
パ
ン
　
　
　
　
　
ベ
ー
ス

特　集
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０
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６
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Ｆ
Ｆ
Ｇ
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に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、

ヘッ
ド
コ
ー
チ

久
木
元
孝
行
会
長（
以
下
、久
木
元
会
長
）

久
木
元
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
英
二
会
長（
以
下
、荒
木
会
長
）

■学生時代のポジション：センター
■宮崎県出身 1953年生まれ
■延岡高校出身
1976年3月　明治大学　卒業
1976年4月　九州電力 株式会社　入社
2004年7月　株式会社 九電工　入社
2015年6月　株式会社 キューコーリース　代表取締役社長（現任）
■キューコーリース取引店
福岡銀行 本店営業部　十八親和銀行 福岡営業部
熊本銀行 福岡営業部　福岡中央銀行 本店営業部

九州ラグビーフットボール協会　会長　久木元 孝行
く　き もと  たかゆき

■福岡県出身 1958年生まれ

1981年3月　西南学院大学　卒業
1981年4月　株式会社 福岡銀行　入行
2011年4月　株式会社 福岡銀行　執行役員本店営業部長
2017年4月　株式会社 福岡銀行　取締役専務執行役員
2019年4月　株式会社 十八銀行（現：十八親和銀行）　副頭取
2022年6月　株式会社 福岡中央銀行　取締役頭取（現任）

福岡県ラグビーフットボール協会　会長　荒木 英二
あら き　えい じ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、

ヘッ
ド
コ
ー
チ

久
木
元
孝
行
会
長（
以
下
、久
木
元
会
長
）

久
木
元
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
英
二
会
長（
以
下
、荒
木
会
長
）
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■延岡高校出身
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2004年7月　株式会社 九電工　入社
2015年6月　株式会社 キューコーリース　代表取締役社長（現任）
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九州ラグビーフットボール協会　会長　久木元 孝行
く　き もと  たかゆき

■福岡県出身 1958年生まれ

1981年3月　西南学院大学　卒業
1981年4月　株式会社 福岡銀行　入行
2011年4月　株式会社 福岡銀行　執行役員本店営業部長
2017年4月　株式会社 福岡銀行　取締役専務執行役員
2019年4月　株式会社 十八銀行（現：十八親和銀行）　副頭取
2022年6月　株式会社 福岡中央銀行　取締役頭取（現任）

福岡県ラグビーフットボール協会　会長　荒木 英二
あら き　えい じ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、
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こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
木
元
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、
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こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
木
元
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

久
木
元
会
長

荒
木
会
長

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、
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こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
木
元
会
長

林部長（FFGブルーグルーパーズ）
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に
意
見
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
と「
福
岡
空
港
か
ら

近
く
、福
岡
は
ア
ジ
ア
各
国
と
も
近
い
。こ
ん
な
に
利
便
性

の
良
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
」と
、両
氏
か
ら
同
じ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
し
か
し
、ラ
グ
ビ
ー
施
設
と
し
て
の
存
続
が
危
う
く
、

署
名
活
動
も
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

実
は
す
ぐ
隣
が
４
面
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
、コ

カ・コ
ー
ラ
社
が
土
地
を
福
岡
市
に
返
還
し
て
し
ま
う
と

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て
、ラ
グ
ビ
ー
場
と
し
て
の
存
続
を

か
ら
大
人
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習・試
合
会
場
と
し
て
、市

民
に
も
広
く
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ

カ・コ
ー
ラ
社
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
２
０
２
１
年
４
月
末
で
廃

部
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
福
岡
市
の
所
有
で
す
が
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
ど
う
す
る
の
か
検
討
が
続
い
て
い
ま
し
た
。私
に
も

相
談
が
あ
り
、そ
こ
で
か
つ
て
福
岡
を
拠
点
に
し
て
い
た
株

式
会
社
サ
ニ
ッ
ク
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
部（
２
０
２
２
年
５
月
末

廃
部
）に
所
属
し
、こ
の
施
設
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
ラ

グ
ビ
ー
日
本
Ｈ
Ｃ
だ
っ
た
ジ
ェ
イ
ミ
ー・ジ
ョ
セ
フ
氏
や
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
強
化
委
員
長
を
務
め
た

ふ
じ 

い 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

藤
井
雄
一
郎
氏

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
誕
生
に
は
、久
木
元

会
長
、荒
木
会
長
が
非
常
に
尽
力
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、も
と
も
と
は
福
岡
市
が
所
有
す
る「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
広
場
」で
す
。か
つ
て
コ
カ・コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社（
現
・コ
カ・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）の
元
社
長
で
あ
り
、福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
前
々
会
長
で
も
あ
っ
た
す
え
よ
し
の
り 

お 

末
吉
紀
雄
氏
が
、地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
根
差
し
た
施
設
に
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、同
社
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
使
用
の
他
、地
域
の
小
学
生

盛
ん
で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

の
存
在
は
、福
岡
の
み
な
ら
ず
九
州
全
体
に
と
っ
て
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
よ
う

に
ラ
グ
ビ
ー
に
特
化
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
合
宿
ま
で
対

応
で
き
る
施
設
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
こ
こ
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
誕
生
に
あ
た
り
、ご
協
力
を
賜
っ
た
福
岡

市
な
ら
び
に
福
岡
県
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
、ま
た

周
辺
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』の
施
設
と
し
て
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
も
残
し
て
ほ
し
い
」と
の
強
い
思

い
を
九
州
協
会
・
福
岡
県
協
会
が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
に
伝
え
、こ
の『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が

誕
生
し
た
の
で
す
。

―
存
続
の
背
景
に
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
王
国
」福
岡
と
し
て

の
歴
史
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

福
岡
は
、ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
と
し
て

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た 

ご 

ろ
う
ま
る
あ
ゆ
む

五
郎
丸
歩
選
手
、ふ
く
お
か
け
ん 

き 

福
岡
堅
樹

選
手
な
ど
、名
だ
た
る
選
手
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。ま
た

高
校
ラ
グ
ビ
ー
は
強
豪
校
も
多
く
、歴
史
的
に
ラ
グ
ビ
ー
が

求
め
る
声
が
大
き
く
な
る
と
同
時
に
、サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
再

整
備
す
る
に
は
か
な
り
の
資
金
が
必
要
と
分
か
り
、こ
の
ま

ま
残
す
こ
と
が
有
力
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

署
名
活
動
は
福
岡
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。結
果
、２
２
，４
１
１

名
の
署
名
が
あ
っ
と
い
う
間
に
集
ま
り
、私
も
驚
い
た
ほ
ど

で
す
。そ
れ
だ
け
に
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
福
岡
の
ラ
グ

ビ
ー
界
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
か
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
２
万
を
超
え
る
署
名
と
と
も
に
、
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ブルーグルーパーズ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

北
九
州
市
で
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー「
北
洋

建
設 

ｐ
ｒｅｓｅｎ
ｔｓ 

Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
北
九
州
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
、女
子
ラ
グ
ビ
ー
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。実
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
活
躍
を
き
っ
か
け
に
、福
岡
で
は
小・中
学
生
、そ
し
て
女

子
の
間
で
も
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
私
は
福
岡
銀
行
ラ
グ
ビ
ー
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
が
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
が
も
っ
と
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
学
で
関
東
や
関
西
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

就
職
は
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
人
は
多
い
。そ
う
い
う
意

味
で
は
地
元
の
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
受
け
皿
と
な

り
、彼
ら
が
福
岡
や
九
州
に
戻
り
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
コ
カ・コ
ー
ラ
や
サ
ニ
ッ
ク
ス

の
チ
ー
ム
が
廃
部
と
な
り
、福
岡
、九
州
の
社
会
人
チ
ー
ム

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
０
１
９
年
に
福

岡
県
久
留
米
市
に
女
子
チ
ー
ム
の「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム

福
岡
」が
、２
０
２
２
年
に
は
福
岡
県
う
き
は
市
に
男
子

チ
ー
ム
の「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」が
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。

―
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
制
男
女
や
７
人
制
男
女
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、「
多
様
性
」を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。15
人
制
と
い
う
の
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

中
で
最
多
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
役
割
が
あ
り
、体
格
の
大

き
い
選
手
、逆
に
小
さ
な
選
手
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
分
業
し

な
が
ら
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
魅
力
が
あ
り
、ラ
グ
ビ
ー
を

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、そ
し
て
社
会
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
証
拠
に
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者

と
い
う
の
は
、社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、15
人
制
、７
人
制
で
も
男
女
、Ｕ
19
、小
・
中

学
校
、高
校
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
チ
ー
ム
が
あ
り
、性

別
に
関
係
な
く
、さ
ら
に
は
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
楽
し
む

天
然
芝
の
２
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
面
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
各
種
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
応
で
き
ま
す
。ま
た
、グ
ラ
ウ

ン
ド
と
は
別
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
施
設
も
あ
り
ま
す
。ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
体
格
が
大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
も
対
応

す
る
長
さ
２
１
０
㎝
の
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。中
で
も
選
手
か
ら
の
評
価
が
高
い
の
が
選
手
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
直
結
す
る
栄
養
面
に
も
優
れ
た
食
事
の
提

供
で
す
。合
宿
や
練
習
で
利
用
し
た
選
手
た
ち
か
ら
は
、

「
と
て
も
お
い
し
い
」と
い
う
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、地
域
の
小・中
学
生
を

中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、高
校
・
大
学
、ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
幅
広
く
開
放
し
て
い
ま
す
。国
内
外
の

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
練
習
に
利
用
す
る
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
す

ぐ
横
で
、子
ど
も
た
ち
が
練
習
で
き
る
と
い
う
環
境
が
素
晴

ら
し
く
、こ
れ
も
ま
た
他
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

―
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
や
日

本
代
表
の
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
３
年
９
月
に
は
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
形
式

で
の「
ア
ジ
ア・オ
セ
ア
ニ
ア 

ラ
グ
ビ
ー
交
流
フェス
タ
」、同
じ

く
９
月
に
初
の
国
際
試
合
と
し
て
女
子
日
本
代
表
と
女
子

フ
ィ
ジ
ー
代
表
に
よ
る
テ
ス
ト
マッ
チ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
代
表
合
宿
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
に
は
７
人
制
男
子
、２
０
２
４
年
５
月

に
は
15
人
制
女
子
、６
月
に
15
人
制
男
子
の
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
後
は
も
っ
と
活
用
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
施
設
の
一
つ
目
の
柱
が
、日
本
代
表
を
中
心
と
し

た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
強
化
。併

せ
て
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
情
報
分

析・戦
略
構
築
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス（
研
究
開
発
）

を
進
め
、世
界
水
準
の
指
導
者
、レ
フ
リ
ー
の
育
成
に
も
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
の
柱
が
、市
民
利

用
を
中
心
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
事
業
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
め
る
環
境
で
あ
る
こ
と
が
、最
大

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ナ
ナ
イ
ロ
プ
リ
ズ
ム
福
岡
」は
Ｎａｎａ
ｉｒｏ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
な

ど
で
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
し
、「
ル
リ
ー
ロ
福
岡
」は

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
リ
ー
グ
ワ
ン
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
て
、両
チ
ー
ム
と
も
今
後
が
楽
し
み
な
チ
ー
ム
で
す
。

『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』が
誕
生
し
、練

習
や
合
宿
、試
合
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、福
岡
、

そ
し
て
九
州
の
皆
さ
ん
の
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
興
味
・
関
心
が

も
っ
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
が
ラ
グ
ビ
ー
に
触
れ
る
環
境
が
増
え
る
こ
と
で
、次

世
代
を
担
う
選
手
た
ち
が
、こ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
』

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、私
た
ち
も
さ
ら

に
尽
力
し
、広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
木
元
会
長

林部長（FFGブルーグルーパーズ）
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石
島 

久
司 

氏

代
表
取
締
役

〈
今
回
ご
紹
介
す
る
企
業
〉

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
お
取
引
先
企
業
の
中
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
体
最
適
で
グ
ル
ー
プ
潜
在
価
値
を

バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
戦
略
的
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
実
現
す
る

お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し「
ア
イ・リ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
頼
ん
で
良
か
っ
た
」

と
い
う
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
常
に
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
お
取
引
先
様
の
信
頼
に

応
え
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
管
、そ
し
て
お
届
け
す
る
製
品
は
、食
品
や
機
械
部

品
、家
電
製
品
な
ど
様
々
で
す
が
、当
社
は
保
管
や
輸
送

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
設
備
、さ
ら
に
は
様
々
な
形
態
の
車
両
を

保
有
し
て
お
り
、幅
広
い
物
流
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、高
品
質
な
総
合
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。物
流
サ
ー
ビ
ス
の
み
な

ら
ず
、物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
自
動
車
整
備
工

場
、人
材
派
遣
会
社
な
ど
も
傘
下
に
置
き
、最
適
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
行
え
る
こ
と
が
当
社
の
強
み
で

す
。１
９
８
９
年
に
福
岡
県
内
に
営
業
所
を
開
設
し
て

　
当
社
は
群
馬
県
太
田
市
に
本
社
を
置
く
、総
合
物
流

の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
倉

庫
業
を
中
心
に
、国
内
の
グ
ル
ー
プ
企
業
15
社
を
、海
外

の
11
拠
点
を
含
め
展
開
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
合
わ
せ

て
５
０
０
台
を
超
え
る
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
と
、20
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
倉
庫
を
保
有
し
、北
関
東
、中
部
、関

西
、九
州
の
各
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
ま
す
。
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馬
県
内
の
木
材
輸
送
が
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源

　
そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
福
岡
銀
行
箱
崎

支
店
か
ら
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
と〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
提
案
を

受
け
た
た
め
早
速
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。Ｓ
Ｓ
Ｉｎ
ｄｅｘ
で
は
当
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
活
動
の
充
分
な
と
こ
ろ
と
、ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
同
業
他
社
と
の
比
較
で

理
解
で
き
た
ほ
か
、〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
当
社

が
取
り
組
ん
で
き
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動

を
細
か
な
点
ま
で
洗
い
出
し
た
う
え
で
、こ
う

し
た
活
動
を
評
価
し
て
も
ら
え
て
、当
社
が
ま

だ
満
足
で
き
て
い
な
い
部
分
を
改
め
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
当
社
が

新
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た
、社
内
へ
の
理
解

浸
透
と
い
う
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
、社

外
へ
の
認
知
拡
大
と
い
う
ア
ウ
タ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
に
即
座
に
役
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

　
流
通
業
界
に
か
か
わ
る
企
業
と
し
て
、製
品

な
ら
び
に
商
品
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
直
接

以
降
、多
く
の
九
州
の
お
取
引
先
様
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
の
祖
父
で
あ
る
石
島 

き 

は
ち

喜
八
が
群
馬
県
内
で「
石
島

運
送
店
」を
創
業
し
た
の
が
１
９
３
３
年
で
す
。創
業
当

時
は
木
材
を
中
心
に
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、戦
後
は
石

島
運
送
株
式
会
社
、株
式
会
社
石
島
運
輸
倉
庫
へ
と
組

織
や
名
称
を
変
更
し
つ
つ
、今
に
至
る
ま
で
規
模
を
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
真
心
つ
な
ぎ

ひ
　
と
人
財
づ
く
り
」を

経
営
理
念
に
、そ
し
て「
チ
ェ
ン
ジ 

＆ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
」を

グ
ル
ー
プ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、こ
の
４
月
に
新
中
期

経
営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。事
業
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、む
や
み
や
た
ら
と
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、エ
リ
ア
を
限
定
し
、そ
の
エ
リ
ア

内
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
の
が
当
社
の
戦
略
で

す
。Ｍ
＆
Ａ
で
新
た
に
迎
え
た
会
社
の
効
率
化
と
人
財

づ
く
り
に
、多
く
の
時
間
と
費
用
を
投
資
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
的
資
本
経
営
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。前
年
度
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
年

商
は
１
２
４
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
が
、創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
２
０
３
３
年
に
は
年
商
３
０
０
億
円
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

会
社
や
、整
備
工
場
、人
材
派
遣
会
社
等
が
新
た
に
加

わ
っ
た
た
め
、「
は
こ
び
」だ
け
で
は
事
業
範
囲
が
括
れ
な

く
な
り
、「
真
心
は
こ
び
」と
い
う
経
営
理
念
で
は
グ

ル
ー
プ
従
業
員
の
意
思
統
一
に
支
障
を
き
た
す
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
進
化

さ
せ
た
の
で
す
。「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
は
、当

社
の
よ
う
な
物
流
業
界
、流
通
業
界
の
中
で
、「
人
か
ら

物
を
、真
心
を
込
め
て
つ
な
い
で
い
こ
う
」と
い
っ
た
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員
が
そ
の

思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
様
々
な
困
難
や
問

題
が
発
生
し
て
も
、き
っ
と
解
決
し
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
は
グ
ル
ー
プ
従
業
員
を
人
財
と
考

え
て
お
り
、材
料
の「
材
」で
は
な
く
財
産
の「
財
」、つ

ま
り
は
社
会
の
財
産
と
な
る
、そ
う
い
っ
た
人
の
集
ま
り

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
経
営
理
念
を
刷
新

し
ま
し
た
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、で
き
る
限
り
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
よ
う
、保
有
ト
ラ
ッ
ク
を
順
次
低
排
出
ガ
ス
車

に
切
り
替
え
た
り
、事
務
所
と
倉
庫
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
り
と
、と
く
に
環
境
面
を
改
善
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
は
た
し
て
ど
の
程
度
世
の
中
に
貢
献

対談中の様子（左から石島社長、福田支店長（福岡銀行））

持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み

進
化
す
る
経
営
理
念

　
当
社
は
も
と
も
と
、「
真
心
は
こ
び 

人
づ
く
り
」と
い

う
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て

事
業
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
り
、検
品
・
検
針

で
き
て
い
る
の
か
、評
価
で
き
る
手
段
が
な
か
っ
た
の
で

す
。も
し
も
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、当
社
の
取

り
組
み
を
公
開
す
る
こ
と
で
、ま
ず
は
当
社
の
社
員
が

誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
も
ら
い
、さ
ら
に
は
流
通
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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て
お
り
、材
料
の「
材
」で
は
な
く
財
産
の「
財
」、つ

ま
り
は
社
会
の
財
産
と
な
る
、そ
う
い
っ
た
人
の
集
ま
り

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
経
営
理
念
を
刷
新

し
ま
し
た
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、で
き
る
限
り
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
よ
う
、保
有
ト
ラ
ッ
ク
を
順
次
低
排
出
ガ
ス
車

に
切
り
替
え
た
り
、事
務
所
と
倉
庫
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
り
と
、と
く
に
環
境
面
を
改
善
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
は
た
し
て
ど
の
程
度
世
の
中
に
貢
献

対談中の様子（左から石島社長、福田支店長（福岡銀行））

持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み

進
化
す
る
経
営
理
念

　
当
社
は
も
と
も
と
、「
真
心
は
こ
び 
人
づ
く
り
」と
い

う
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て

事
業
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
り
、検
品
・
検
針

で
き
て
い
る
の
か
、評
価
で
き
る
手
段
が
な
か
っ
た
の
で

す
。も
し
も
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、当
社
の
取

り
組
み
を
公
開
す
る
こ
と
で
、ま
ず
は
当
社
の
社
員
が

誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
も
ら
い
、さ
ら
に
は
流
通
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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FFG公式YouTubeチャン
ネルでは同社の石島社長に
インタビューしています。
こちらもご覧ください。

お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し「
ア
イ・リ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
頼
ん
で
良
か
っ
た
」

と
い
う
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
常
に
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
お
取
引
先
様
の
信
頼
に

応
え
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
管
、そ
し
て
お
届
け
す
る
製
品
は
、食
品
や
機
械
部

品
、家
電
製
品
な
ど
様
々
で
す
が
、当
社
は
保
管
や
輸
送

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
設
備
、さ
ら
に
は
様
々
な
形
態
の
車
両
を

保
有
し
て
お
り
、幅
広
い
物
流
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、高
品
質
な
総
合
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。物
流
サ
ー
ビ
ス
の
み
な

ら
ず
、物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
自
動
車
整
備
工

場
、人
材
派
遣
会
社
な
ど
も
傘
下
に
置
き
、最
適
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
行
え
る
こ
と
が
当
社
の
強
み
で

す
。１
９
８
９
年
に
福
岡
県
内
に
営
業
所
を
開
設
し
て

　
当
社
は
群
馬
県
太
田
市
に
本
社
を
置
く
、総
合
物
流

の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
倉

庫
業
を
中
心
に
、国
内
の
グ
ル
ー
プ
企
業
15
社
を
、海
外

の
11
拠
点
を
含
め
展
開
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
合
わ
せ

て
５
０
０
台
を
超
え
る
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
と
、20
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
倉
庫
を
保
有
し
、北
関
東
、中
部
、関

西
、九
州
の
各
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
ま
す
。

〈FFG〉ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行の証、記念楯を贈呈（左から石島社長、福田支店長）

株式会社 アイ・リンクホールディングス

■本社所在地 ：

■代表電話番号 ：

■事 業 内 容 ：

■グループ企業 ：

〒379-2304 群馬県太田市大原町2448-1

0277-78-6454

アイ・リンクグループ全体の戦略ブレーン

物流・運送会社様へのプロフェッショナルコンサルティング

株式会社石島運輸倉庫、株式会社石島運輸倉庫西日本、全京運輸株式会社、

株式会社アイ・リンクサービス、株式会社アイ・ロジアドバンス、株式会社マルトウ、平和自動車工業株式会社、

ギャバンス株式会社、株式会社協栄運輸、大西運輸サービス株式会社、内畑運送株式会社、

株式会社ニッタル運輸、株式会社崎戸運送、株式会社福岡輸送、フレックス物流株式会社

FFG公式
チャンネルはこちら

FFGでは企業のESG／SDGsの取り組みを支援しています
サステナビリティに
関することは

何でもご相談ください

九州企業のサステナビリティ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 サステナビリティ推進企画グループ
■お問い合わせ：TEL.092-723-2512

低排出ガスの同社保有トラックISO9001の品質管理のもと幅広い流通加工ニーズに対応

　
そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
福
岡
銀
行
箱
崎

支
店
か
ら
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
と〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
提
案
を

受
け
た
た
め
早
速
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。Ｓ
Ｓ
Ｉｎ
ｄｅｘ
で
は
当
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
活
動
の
充
分
な
と
こ
ろ
と
、ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
同
業
他
社
と
の
比
較
で

理
解
で
き
た
ほ
か
、〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
当
社

が
取
り
組
ん
で
き
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動

を
細
か
な
点
ま
で
洗
い
出
し
た
う
え
で
、こ
う

し
た
活
動
を
評
価
し
て
も
ら
え
て
、当
社
が
ま

だ
満
足
で
き
て
い
な
い
部
分
を
改
め
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
当
社
が

新
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た
、社
内
へ
の
理
解

浸
透
と
い
う
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
、社

外
へ
の
認
知
拡
大
と
い
う
ア
ウ
タ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
に
即
座
に
役
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

　
流
通
業
界
に
か
か
わ
る
企
業
と
し
て
、製
品

な
ら
び
に
商
品
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
直
接

Ｓ
Ｓ
Ｉｎ
ｄｅｘ
の
受
検
と

〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
利
用

以
降
、多
く
の
九
州
の
お
取
引
先
様
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
の
祖
父
で
あ
る
石
島 

き 

は
ち

喜
八
が
群
馬
県
内
で「
石
島

運
送
店
」を
創
業
し
た
の
が
１
９
３
３
年
で
す
。創
業
当

時
は
木
材
を
中
心
に
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、戦
後
は
石

島
運
送
株
式
会
社
、株
式
会
社
石
島
運
輸
倉
庫
へ
と
組

織
や
名
称
を
変
更
し
つ
つ
、今
に
至
る
ま
で
規
模
を
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
真
心
つ
な
ぎ

ひ
　
と
人
財
づ
く
り
」を

経
営
理
念
に
、そ
し
て「
チ
ェ
ン
ジ 

＆ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
」を

グ
ル
ー
プ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、こ
の
４
月
に
新
中
期

経
営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。事
業
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、む
や
み
や
た
ら
と
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、エ
リ
ア
を
限
定
し
、そ
の
エ
リ
ア

内
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
の
が
当
社
の
戦
略
で

す
。Ｍ
＆
Ａ
で
新
た
に
迎
え
た
会
社
の
効
率
化
と
人
財

づ
く
り
に
、多
く
の
時
間
と
費
用
を
投
資
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
的
資
本
経
営
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。前
年
度
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
年

商
は
１
２
４
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
が
、創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
２
０
３
３
年
に
は
年
商
３
０
０
億
円
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

会
社
や
、整
備
工
場
、人
材
派
遣
会
社
等
が
新
た
に
加

わ
っ
た
た
め
、「
は
こ
び
」だ
け
で
は
事
業
範
囲
が
括
れ
な

く
な
り
、「
真
心
は
こ
び
」と
い
う
経
営
理
念
で
は
グ

ル
ー
プ
従
業
員
の
意
思
統
一
に
支
障
を
き
た
す
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
進
化

さ
せ
た
の
で
す
。「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
は
、当

社
の
よ
う
な
物
流
業
界
、流
通
業
界
の
中
で
、「
人
か
ら

物
を
、真
心
を
込
め
て
つ
な
い
で
い
こ
う
」と
い
っ
た
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員
が
そ
の

思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
様
々
な
困
難
や
問

題
が
発
生
し
て
も
、き
っ
と
解
決
し
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
は
グ
ル
ー
プ
従
業
員
を
人
財
と
考

え
て
お
り
、材
料
の「
材
」で
は
な
く
財
産
の「
財
」、つ

ま
り
は
社
会
の
財
産
と
な
る
、そ
う
い
っ
た
人
の
集
ま
り

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
経
営
理
念
を
刷
新

し
ま
し
た
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、で
き
る
限
り
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
よ
う
、保
有
ト
ラ
ッ
ク
を
順
次
低
排
出
ガ
ス
車

に
切
り
替
え
た
り
、事
務
所
と
倉
庫
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
り
と
、と
く
に
環
境
面
を
改
善
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
は
た
し
て
ど
の
程
度
世
の
中
に
貢
献

　
当
社
は
も
と
も
と
、「
真
心
は
こ
び 

人
づ
く
り
」と
い

う
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て

事
業
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
り
、検
品
・
検
針

で
き
て
い
る
の
か
、評
価
で
き
る
手
段
が
な
か
っ
た
の
で

す
。も
し
も
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、当
社
の
取

り
組
み
を
公
開
す
る
こ
と
で
、ま
ず
は
当
社
の
社
員
が

誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
も
ら
い
、さ
ら
に
は
流
通
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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FFG公式YouTubeチャン
ネルでは同社の石島社長に
インタビューしています。
こちらもご覧ください。

お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し「
ア
イ・リ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
頼
ん
で
良
か
っ
た
」

と
い
う
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
常
に
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
お
取
引
先
様
の
信
頼
に

応
え
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
管
、そ
し
て
お
届
け
す
る
製
品
は
、食
品
や
機
械
部

品
、家
電
製
品
な
ど
様
々
で
す
が
、当
社
は
保
管
や
輸
送

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
設
備
、さ
ら
に
は
様
々
な
形
態
の
車
両
を

保
有
し
て
お
り
、幅
広
い
物
流
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、高
品
質
な
総
合
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。物
流
サ
ー
ビ
ス
の
み
な

ら
ず
、物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
自
動
車
整
備
工

場
、人
材
派
遣
会
社
な
ど
も
傘
下
に
置
き
、最
適
な
物

流
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
行
え
る
こ
と
が
当
社
の
強
み
で

す
。１
９
８
９
年
に
福
岡
県
内
に
営
業
所
を
開
設
し
て

　
当
社
は
群
馬
県
太
田
市
に
本
社
を
置
く
、総
合
物
流

の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
倉

庫
業
を
中
心
に
、国
内
の
グ
ル
ー
プ
企
業
15
社
を
、海
外

の
11
拠
点
を
含
め
展
開
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
合
わ
せ

て
５
０
０
台
を
超
え
る
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
と
、20
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
倉
庫
を
保
有
し
、北
関
東
、中
部
、関

西
、九
州
の
各
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
ま
す
。

〈FFG〉ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行の証、記念楯を贈呈（左から石島社長、福田支店長）

株式会社 アイ・リンクホールディングス

■本社所在地 ：

■代表電話番号 ：

■事 業 内 容 ：

■グループ企業 ：

〒379-2304 群馬県太田市大原町2448-1

0277-78-6454

アイ・リンクグループ全体の戦略ブレーン

物流・運送会社様へのプロフェッショナルコンサルティング
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ギャバンス株式会社、株式会社協栄運輸、大西運輸サービス株式会社、内畑運送株式会社、

株式会社ニッタル運輸、株式会社崎戸運送、株式会社福岡輸送、フレックス物流株式会社
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チャンネルはこちら

FFGでは企業のESG／SDGsの取り組みを支援しています
サステナビリティに
関することは

何でもご相談ください

九州企業のサステナビリティ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 サステナビリティ推進企画グループ
■お問い合わせ：TEL.092-723-2512

低排出ガスの同社保有トラックISO9001の品質管理のもと幅広い流通加工ニーズに対応

　
そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
福
岡
銀
行
箱
崎

支
店
か
ら
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
と〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
提
案
を

受
け
た
た
め
早
速
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。Ｓ
Ｓ
Ｉｎ
ｄｅｘ
で
は
当
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
活
動
の
充
分
な
と
こ
ろ
と
、ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
同
業
他
社
と
の
比
較
で

理
解
で
き
た
ほ
か
、〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
こ
れ
ま
で
当
社

が
取
り
組
ん
で
き
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動

を
細
か
な
点
ま
で
洗
い
出
し
た
う
え
で
、こ
う

し
た
活
動
を
評
価
し
て
も
ら
え
て
、当
社
が
ま

だ
満
足
で
き
て
い
な
い
部
分
を
改
め
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
当
社
が

新
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た
、社
内
へ
の
理
解

浸
透
と
い
う
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
、社

外
へ
の
認
知
拡
大
と
い
う
ア
ウ
タ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
に
即
座
に
役
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

　
流
通
業
界
に
か
か
わ
る
企
業
と
し
て
、製
品

な
ら
び
に
商
品
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
か
ら
直
接

Ｓ
Ｓ
Ｉｎ
ｄｅｘ
の
受
検
と

〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
利
用

以
降
、多
く
の
九
州
の
お
取
引
先
様
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
の
祖
父
で
あ
る
石
島 

き 

は
ち

喜
八
が
群
馬
県
内
で「
石
島

運
送
店
」を
創
業
し
た
の
が
１
９
３
３
年
で
す
。創
業
当

時
は
木
材
を
中
心
に
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、戦
後
は
石

島
運
送
株
式
会
社
、株
式
会
社
石
島
運
輸
倉
庫
へ
と
組

織
や
名
称
を
変
更
し
つ
つ
、今
に
至
る
ま
で
規
模
を
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
真
心
つ
な
ぎ

ひ
　
と
人
財
づ
く
り
」を

経
営
理
念
に
、そ
し
て「
チ
ェ
ン
ジ 

＆ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
」を

グ
ル
ー
プ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、こ
の
４
月
に
新
中
期

経
営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。事
業
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
Ｍ
＆
Ａ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、む
や
み
や
た
ら
と
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、エ
リ
ア
を
限
定
し
、そ
の
エ
リ
ア

内
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
の
が
当
社
の
戦
略
で

す
。Ｍ
＆
Ａ
で
新
た
に
迎
え
た
会
社
の
効
率
化
と
人
財

づ
く
り
に
、多
く
の
時
間
と
費
用
を
投
資
し
て
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
的
資
本
経
営
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。前
年
度
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
年

商
は
１
２
４
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
が
、創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
２
０
３
３
年
に
は
年
商
３
０
０
億
円
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

会
社
や
、整
備
工
場
、人
材
派
遣
会
社
等
が
新
た
に
加

わ
っ
た
た
め
、「
は
こ
び
」だ
け
で
は
事
業
範
囲
が
括
れ
な

く
な
り
、「
真
心
は
こ
び
」と
い
う
経
営
理
念
で
は
グ

ル
ー
プ
従
業
員
の
意
思
統
一
に
支
障
を
き
た
す
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
進
化

さ
せ
た
の
で
す
。「
真
心
つ
な
ぎ
」と
い
う
言
葉
に
は
、当

社
の
よ
う
な
物
流
業
界
、流
通
業
界
の
中
で
、「
人
か
ら

物
を
、真
心
を
込
め
て
つ
な
い
で
い
こ
う
」と
い
っ
た
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
の
全
従
業
員
が
そ
の

思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
様
々
な
困
難
や
問

題
が
発
生
し
て
も
、き
っ
と
解
決
し
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
は
グ
ル
ー
プ
従
業
員
を
人
財
と
考

え
て
お
り
、材
料
の「
材
」で
は
な
く
財
産
の「
財
」、つ

ま
り
は
社
会
の
財
産
と
な
る
、そ
う
い
っ
た
人
の
集
ま
り

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
経
営
理
念
を
刷
新

し
ま
し
た
。

　
当
社
は
以
前
か
ら
、で
き
る
限
り
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
よ
う
、保
有
ト
ラ
ッ
ク
を
順
次
低
排
出
ガ
ス
車

に
切
り
替
え
た
り
、事
務
所
と
倉
庫
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
り
と
、と
く
に
環
境
面
を
改
善
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、こ
う

し
た
取
り
組
み
が
は
た
し
て
ど
の
程
度
世
の
中
に
貢
献

　
当
社
は
も
と
も
と
、「
真
心
は
こ
び 

人
づ
く
り
」と
い

う
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て

事
業
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
に
あ
た
り
、検
品
・
検
針

で
き
て
い
る
の
か
、評
価
で
き
る
手
段
が
な
か
っ
た
の
で

す
。も
し
も
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、当
社
の
取

り
組
み
を
公
開
す
る
こ
と
で
、ま
ず
は
当
社
の
社
員
が

誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
も
ら
い
、さ
ら
に
は
流
通
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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新設本社

吉
岡 

拓
哉 

氏

代
表
取
締
役

〈
今
回
ご
紹
介
す
る
企
業
〉

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
お
取
引
先
企
業
の
中
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」を
世
の
中
か
ら
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
多
く
の
人
を
豊
か
に
す
る

一
環
と
し
て
美
容
手
当
、ラ
ン
チ
手
当
な
ど
を
支
給
し

て
、女
性
が
活
躍
出
来
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
る
企
業
と
し
て

「W
O
M
A
N
's V

A
LU
E A

W
A
RD
 

特
別
賞
」等

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
全
国
の
大
手
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
や
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
か
ら
地
方
の
小
売
店
ま
で
幅
広
い
チ
ャ

ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、豊
富
な
取
扱
商
品
と
販

売
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
は
多
く
の
利
用
企
業
様
の
力
添
え
も

あ
り
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン

グ
」「
日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
受
賞

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
後
も
常
に
変
化
に
対
応
し

て
、皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス・経
営
体
制
を

構
築
し
、も
っ
た
い
な
い
を
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
、

多
く
の
人
を
豊
か
に
、ま
た
笑
顔
に
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親
和

銀
行
大
村
中
央
支
店
に
て
、本
社
新
設
の
資
金
と
し
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable 

Scale 
Index

」に
よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

算
定
ツ
ー
ル
を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環

境
・
社
会
・
経
済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
分
析
・
特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果

を
低
減
し
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
）さ
せ
る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ

な
が
る
よ
う
、十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支

援
を
行
う
商
品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、

全
国
に
あ
る
当
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
販
売
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
な
か
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

の
在
庫
が
ネ
ッ
ク
だ
と
い
う
声
が
多
く
、ア
パ
レ
ル
業
界

に
刮
目
す
る
よ
う
に
な
り
、ア
パ
レ
ル
に
注
力
し
た
法
人

在
庫
買
取
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
在
庫
買
取
事
業
開
始
の
背
景
と
し
て
は
、ア
パ

レ
ル
業
界
で
発
生
し
て
い
る
大
量
の
廃
棄
物
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
観
点
や
世
の
中
の
雇
用
を
守
り
た
い
と
い

う
観
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
２
０
１
４
年
に
私
が
前
職
で
培
っ
た
営
業
力

を
基
に
、店
舗
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
販
売
を
川
口
取
締
役
副
社

長
と
２
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
と

の
出
会
い
も
あ
り
、個
人
向
け
野
球
商
品
を
メ
イ
ン
と
し

た
小
売
業
へ
事
業
転
換
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
で

眠
っ
て
い
る
在
庫
を
当
社
が
買
い
取
り
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や

存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
資
金
化
を
実

現
出
来
る
よ
う
に
、一
度
当
社
が
買
取
を
す
る
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。早
期
売
却
に
よ
る
資
金

化
を
求
め
た
企
業
様
の
本
質
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
今
回
、当
社
の
活
動
が
環
境・社
会・経
済
に
与
え
る
影
響
を
分
析・評
価
し
て

い
た
だ
い
た
結
果
を
踏
ま
え
、「
毎
年
１
，０
０
０
万
点
以
上
の
在
庫
買
取
取
扱
商

品
数
を
達
成
す
る
」、「
２
０
３
４
年
度
ま
で
に
女
性
役
員
を
１
名
誕
生
さ
せ
る
」、

「
２
０
４
４
年
度
ま
で
に
資
本
提
携・Ｍ
＆
Ａ
を
合
計
３
先
行
う
」な
ど
の
目
標
を

７
つ
設
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
成
長
出
来
る
企
業
を
目
指
し
、社

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
事

業
の
売
買
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
若
い
人
が
働
き
た
い
と
地
元
長
崎
に
残
る
環
境

を
当
社
が
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、当
社
独
自
の
ユ

ニ
ー
ク
な
制
度
等
を
採
用
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
ま
す
。本
社
は
木
材
を
生
か
し
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ア
を
採
用
し
、社
員
用
の
カ
フ
ェ

も
併
設
す
る
な
ど
し
て
、働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
も「
自
力
を
つ
け
る
」「
仕

組
み
を
作
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
注
力
し
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
外
部
講
師
に
よ
る
営
業
に
関
す
る
勉

強
会
や
プ
レ
ゼ
ン
大
会
等
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ほ
か
に
も
私
自
ら
が
参
加
す
る
従
業
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
う
な
ど
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門

の
強
化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
若
い
女
性
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、役
職
者

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。子
育
て
世
代
の
女
性
が

働
き
や
す
い
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
り
、福
利
厚
生
の

　
当
社
は「
自
分
た
ち
が
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
ろ

う
」と
い
う
声
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、運
送

会
社
の
空
き
倉
庫（
ス
ペ
ー
ス
）と
小
売
業
な
ど
の
倉
庫

を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
を
繋
げ
る
倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」を
開
始
し
ま
し
た
。同
事
業
は

当
社
と
販
売
先
の
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
倉
庫
不
足
を

解
消
す
る
為
に
、運
送
会
社
が
保
有
し
て
い
る
遊
休
ス

ペ
ー
ス
を
事
前
に
登
録
し
て
、保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
ま
す
。こ
ち

ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
希
望
に
あ
っ
た
倉
庫
情
報
の
提
供
か

ら
、商
品
の
配
送
手
配
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
全
国
的
に
休
廃
業
及
び
解
散
し
た
い
企
業
が
高

い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、国
内
雇
用・国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。関
連

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
イ
ー

Ｒ
．Ｅ 

　
　
　
　
ブ 

ラ 

ザ 

ー 

ズ
　
　
　
　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、

中
核
企
業
で
あ
る
当
社
の
法
人
在
庫
買
取
事
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、２
０
２
２
年
11
月
よ
り
事

業
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。株
式
会
社
Ｒ
．Ｅ 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
は
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

法人在庫買取保管の様子

サステナビリティ
九州企業の九州企業のサステナビリティ

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

大
村
中
央
支
店

よ 

し
　 

お 

か
　
　
　 

た 

く
　
　
や

関
連
会
社
に
よ
る

事
業
買
取・事
業
売
却
事
業

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
の
活
動

倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｅ
を
疑
う
コ
ト
で

新
た
な
コ
ト（
価
値
）を
誕
生
さ
せ
る

　
ア
パ
レ
ル
フ
ァッ
シ
ョ
ン
は
流
行
の
期
間
が
短
く
、世
界

的
に
大
量
に
生
産
さ
れ
、未
使
用
な
も
の
も
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
在
庫
を
大
量
に
抱
え
て
し

ま
い
倒
産
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
で
は「
今
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
最
大
化
し
て
い
こ

う
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、法
人
在
庫
買
取
・
再
流
通

事
業
、事
業
買
取・売
却
事
業
な
ど
を
主
力
事
業
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
も
仲
介
と
い
う
分
野
は

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｈ 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

株
式
会
社
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ン 
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ー

ジ 
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新設本社

吉
岡 

拓
哉 

氏

代
表
取
締
役

〈
今
回
ご
紹
介
す
る
企
業
〉

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
お
取
引
先
企
業
の
中
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」を
世
の
中
か
ら
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
多
く
の
人
を
豊
か
に
す
る

一
環
と
し
て
美
容
手
当
、ラ
ン
チ
手
当
な
ど
を
支
給
し

て
、女
性
が
活
躍
出
来
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
る
企
業
と
し
て

「W
O
M
A
N
's V

A
LU
E A

W
A
RD
 

特
別
賞
」等

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
全
国
の
大
手
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
や
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
か
ら
地
方
の
小
売
店
ま
で
幅
広
い
チ
ャ

ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、豊
富
な
取
扱
商
品
と
販

売
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
は
多
く
の
利
用
企
業
様
の
力
添
え
も

あ
り
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン

グ
」「
日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
受
賞

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
後
も
常
に
変
化
に
対
応
し

て
、皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス・経
営
体
制
を

構
築
し
、も
っ
た
い
な
い
を
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
、

多
く
の
人
を
豊
か
に
、ま
た
笑
顔
に
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親
和

銀
行
大
村
中
央
支
店
に
て
、本
社
新
設
の
資
金
と
し
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable 

Scale 
Index

」に
よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

算
定
ツ
ー
ル
を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環

境
・
社
会
・
経
済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
分
析
・
特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果

を
低
減
し
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
）さ
せ
る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ

な
が
る
よ
う
、十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支

援
を
行
う
商
品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、

全
国
に
あ
る
当
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
販
売
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
な
か
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

の
在
庫
が
ネ
ッ
ク
だ
と
い
う
声
が
多
く
、ア
パ
レ
ル
業
界

に
刮
目
す
る
よ
う
に
な
り
、ア
パ
レ
ル
に
注
力
し
た
法
人

在
庫
買
取
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
在
庫
買
取
事
業
開
始
の
背
景
と
し
て
は
、ア
パ

レ
ル
業
界
で
発
生
し
て
い
る
大
量
の
廃
棄
物
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
観
点
や
世
の
中
の
雇
用
を
守
り
た
い
と
い

う
観
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
２
０
１
４
年
に
私
が
前
職
で
培
っ
た
営
業
力

を
基
に
、店
舗
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
販
売
を
川
口
取
締
役
副
社

長
と
２
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
と

の
出
会
い
も
あ
り
、個
人
向
け
野
球
商
品
を
メ
イ
ン
と
し

た
小
売
業
へ
事
業
転
換
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
で

眠
っ
て
い
る
在
庫
を
当
社
が
買
い
取
り
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や

存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
資
金
化
を
実

現
出
来
る
よ
う
に
、一
度
当
社
が
買
取
を
す
る
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。早
期
売
却
に
よ
る
資
金

化
を
求
め
た
企
業
様
の
本
質
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
今
回
、当
社
の
活
動
が
環
境・社
会・経
済
に
与
え
る
影
響
を
分
析・評
価
し
て

い
た
だ
い
た
結
果
を
踏
ま
え
、「
毎
年
１
，０
０
０
万
点
以
上
の
在
庫
買
取
取
扱
商

品
数
を
達
成
す
る
」、「
２
０
３
４
年
度
ま
で
に
女
性
役
員
を
１
名
誕
生
さ
せ
る
」、

「
２
０
４
４
年
度
ま
で
に
資
本
提
携・Ｍ
＆
Ａ
を
合
計
３
先
行
う
」な
ど
の
目
標
を

７
つ
設
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
成
長
出
来
る
企
業
を
目
指
し
、社

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
事

業
の
売
買
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
若
い
人
が
働
き
た
い
と
地
元
長
崎
に
残
る
環
境

を
当
社
が
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、当
社
独
自
の
ユ

ニ
ー
ク
な
制
度
等
を
採
用
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
ま
す
。本
社
は
木
材
を
生
か
し
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ア
を
採
用
し
、社
員
用
の
カ
フ
ェ

も
併
設
す
る
な
ど
し
て
、働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
も「
自
力
を
つ
け
る
」「
仕

組
み
を
作
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
注
力
し
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
外
部
講
師
に
よ
る
営
業
に
関
す
る
勉

強
会
や
プ
レ
ゼ
ン
大
会
等
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ほ
か
に
も
私
自
ら
が
参
加
す
る
従
業
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
う
な
ど
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門

の
強
化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
若
い
女
性
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、役
職
者

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。子
育
て
世
代
の
女
性
が

働
き
や
す
い
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
り
、福
利
厚
生
の

　
当
社
は「
自
分
た
ち
が
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
ろ

う
」と
い
う
声
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、運
送

会
社
の
空
き
倉
庫（
ス
ペ
ー
ス
）と
小
売
業
な
ど
の
倉
庫

を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
を
繋
げ
る
倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」を
開
始
し
ま
し
た
。同
事
業
は

当
社
と
販
売
先
の
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
倉
庫
不
足
を

解
消
す
る
為
に
、運
送
会
社
が
保
有
し
て
い
る
遊
休
ス

ペ
ー
ス
を
事
前
に
登
録
し
て
、保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
ま
す
。こ
ち

ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
希
望
に
あ
っ
た
倉
庫
情
報
の
提
供
か

ら
、商
品
の
配
送
手
配
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
全
国
的
に
休
廃
業
及
び
解
散
し
た
い
企
業
が
高

い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、国
内
雇
用・国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。関
連

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
イ
ー

Ｒ
．Ｅ 

　
　
　
　
ブ 

ラ 

ザ 

ー 

ズ
　
　
　
　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、

中
核
企
業
で
あ
る
当
社
の
法
人
在
庫
買
取
事
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、２
０
２
２
年
11
月
よ
り
事

業
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。株
式
会
社
Ｒ
．Ｅ 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
は
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

法人在庫買取保管の様子

サステナビリティ
九州企業の九州企業のサステナビリティ

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

大
村
中
央
支
店

よ 

し
　 

お 

か
　
　
　 

た 

く
　
　
や

関
連
会
社
に
よ
る

事
業
買
取・事
業
売
却
事
業

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
の
活
動

倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｅ
を
疑
う
コ
ト
で

新
た
な
コ
ト（
価
値
）を
誕
生
さ
せ
る

　
ア
パ
レ
ル
フ
ァッ
シ
ョ
ン
は
流
行
の
期
間
が
短
く
、世
界

的
に
大
量
に
生
産
さ
れ
、未
使
用
な
も
の
も
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
在
庫
を
大
量
に
抱
え
て
し

ま
い
倒
産
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
で
は「
今
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
最
大
化
し
て
い
こ

う
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、法
人
在
庫
買
取
・
再
流
通

事
業
、事
業
買
取・売
却
事
業
な
ど
を
主
力
事
業
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
も
仲
介
と
い
う
分
野
は

Ｐ
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Ｎ
Ｃ
Ｈ 
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FFG公式YouTubeチャンネル
では当社へインタビューして
います。
こちらもご覧ください。

一
環
と
し
て
美
容
手
当
、ラ
ン
チ
手
当
な
ど
を
支
給
し

て
、女
性
が
活
躍
出
来
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
る
企
業
と
し
て

「W
O
M
A
N
's V

A
LU
E A

W
A
RD
 

特
別
賞
」等

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
全
国
の
大
手
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
や
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
か
ら
地
方
の
小
売
店
ま
で
幅
広
い
チ
ャ

ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、豊
富
な
取
扱
商
品
と
販

売
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
は
多
く
の
利
用
企
業
様
の
力
添
え
も

あ
り
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン

グ
」「
日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
受
賞

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
後
も
常
に
変
化
に
対
応
し

て
、皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス・経
営
体
制
を

構
築
し
、も
っ
た
い
な
い
を
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
、

多
く
の
人
を
豊
か
に
、ま
た
笑
顔
に
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親
和

銀
行
大
村
中
央
支
店
に
て
、本
社
新
設
の
資
金
と
し
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable 

Scale 
Index

」に
よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

算
定
ツ
ー
ル
を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環

境
・
社
会
・
経
済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
分
析
・
特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果

を
低
減
し
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
）さ
せ
る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ

な
が
る
よ
う
、十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支

援
を
行
う
商
品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、

全
国
に
あ
る
当
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
販
売
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
な
か
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

の
在
庫
が
ネ
ッ
ク
だ
と
い
う
声
が
多
く
、ア
パ
レ
ル
業
界

に
刮
目
す
る
よ
う
に
な
り
、ア
パ
レ
ル
に
注
力
し
た
法
人

在
庫
買
取
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
在
庫
買
取
事
業
開
始
の
背
景
と
し
て
は
、ア
パ

レ
ル
業
界
で
発
生
し
て
い
る
大
量
の
廃
棄
物
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
観
点
や
世
の
中
の
雇
用
を
守
り
た
い
と
い

う
観
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
２
０
１
４
年
に
私
が
前
職
で
培
っ
た
営
業
力

を
基
に
、店
舗
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
販
売
を
川
口
取
締
役
副
社

長
と
２
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
と

の
出
会
い
も
あ
り
、個
人
向
け
野
球
商
品
を
メ
イ
ン
と
し

た
小
売
業
へ
事
業
転
換
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
で

眠
っ
て
い
る
在
庫
を
当
社
が
買
い
取
り
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や

存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
資
金
化
を
実

現
出
来
る
よ
う
に
、一
度
当
社
が
買
取
を
す
る
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。早
期
売
却
に
よ
る
資
金

化
を
求
め
た
企
業
様
の
本
質
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
今
回
、当
社
の
活
動
が
環
境・社
会・経
済
に
与
え
る
影
響
を
分
析・評
価
し
て

い
た
だ
い
た
結
果
を
踏
ま
え
、「
毎
年
１
，０
０
０
万
点
以
上
の
在
庫
買
取
取
扱
商

品
数
を
達
成
す
る
」、「
２
０
３
４
年
度
ま
で
に
女
性
役
員
を
１
名
誕
生
さ
せ
る
」、

「
２
０
４
４
年
度
ま
で
に
資
本
提
携・Ｍ
＆
Ａ
を
合
計
３
先
行
う
」な
ど
の
目
標
を

７
つ
設
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
成
長
出
来
る
企
業
を
目
指
し
、社

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
事

業
の
売
買
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
若
い
人
が
働
き
た
い
と
地
元
長
崎
に
残
る
環
境

を
当
社
が
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、当
社
独
自
の
ユ

ニ
ー
ク
な
制
度
等
を
採
用
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
ま
す
。本
社
は
木
材
を
生
か
し
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ア
を
採
用
し
、社
員
用
の
カ
フ
ェ

も
併
設
す
る
な
ど
し
て
、働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
も「
自
力
を
つ
け
る
」「
仕

組
み
を
作
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
注
力
し
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
外
部
講
師
に
よ
る
営
業
に
関
す
る
勉

強
会
や
プ
レ
ゼ
ン
大
会
等
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ほ
か
に
も
私
自
ら
が
参
加
す
る
従
業
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
う
な
ど
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門

の
強
化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
若
い
女
性
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、役
職
者

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。子
育
て
世
代
の
女
性
が

働
き
や
す
い
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
り
、福
利
厚
生
の

　
当
社
は「
自
分
た
ち
が
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
ろ

う
」と
い
う
声
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、運
送

会
社
の
空
き
倉
庫（
ス
ペ
ー
ス
）と
小
売
業
な
ど
の
倉
庫

を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
を
繋
げ
る
倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」を
開
始
し
ま
し
た
。同
事
業
は

当
社
と
販
売
先
の
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
倉
庫
不
足
を

解
消
す
る
為
に
、運
送
会
社
が
保
有
し
て
い
る
遊
休
ス

ペ
ー
ス
を
事
前
に
登
録
し
て
、保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
ま
す
。こ
ち

ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
希
望
に
あ
っ
た
倉
庫
情
報
の
提
供
か

ら
、商
品
の
配
送
手
配
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
全
国
的
に
休
廃
業
及
び
解
散
し
た
い
企
業
が
高

い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、国
内
雇
用・国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。関
連

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
イ
ー

Ｒ
．Ｅ 

　
　
　
　
ブ 

ラ 

ザ 

ー 

ズ
　
　
　
　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、

中
核
企
業
で
あ
る
当
社
の
法
人
在
庫
買
取
事
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、２
０
２
２
年
11
月
よ
り
事

業
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。株
式
会
社
Ｒ
．Ｅ 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
は
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

WOMAN's VALUE AWARD2023 特別賞

〈FFG〉ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行の記念楯を贈呈
（左から吉岡社長、十八親和銀行大村中央支店 森田支店長）

PINCH HITTER JAPAN 株式会社

■本社所在地 ：

■電 話 番 号 ：

■事 業 内 容 ：

〒854-0045 長崎県諫早市新道町71-5

0957-56-9400

法人在庫買取事業

FFG公式
チャンネルはこちら

FFGでは企業のESG／SDGsの取り組みを支援しています
サステナビリティに
関することは

何でもご相談ください

九州企業のサステナビリティ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 サステナビリティ推進企画グループ
■お問い合わせ：TEL.092-723-2512

　
ア
パ
レ
ル
フ
ァッ
シ
ョ
ン
は
流
行
の
期
間
が
短
く
、世
界

的
に
大
量
に
生
産
さ
れ
、未
使
用
な
も
の
も
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
在
庫
を
大
量
に
抱
え
て
し

ま
い
倒
産
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
で
は「
今
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
最
大
化
し
て
い
こ

う
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、法
人
在
庫
買
取
・
再
流
通

事
業
、事
業
買
取・売
却
事
業
な
ど
を
主
力
事
業
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
も
仲
介
と
い
う
分
野
は

十
八
親
和
銀
行
の「〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」を
利
用

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ・

日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ

【2023年情報】
アジア太平洋地域急成長企業ランキング：
275位／100万社中
卸売部門：5位
日本急成長企業ランキング：64位
成長率：191%（2018年～2021年）

【2022年情報】
アジア太平洋地域急成長企業ランキング：
149位／100万社中
小売部門：5位
日本急成長企業ランキング：38位
成長率：426%（2017年～2020年）
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FFG公式YouTubeチャンネル
では当社へインタビューして
います。
こちらもご覧ください。

一
環
と
し
て
美
容
手
当
、ラ
ン
チ
手
当
な
ど
を
支
給
し

て
、女
性
が
活
躍
出
来
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
女
性
活
躍
を
推
進
し
て
い
る
企
業
と
し
て

「W
O
M
A
N
's V

A
LU
E A

W
A
RD
 

特
別
賞
」等

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
全
国
の
大
手
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
や
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
か
ら
地
方
の
小
売
店
ま
で
幅
広
い
チ
ャ

ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、豊
富
な
取
扱
商
品
と
販

売
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
は
多
く
の
利
用
企
業
様
の
力
添
え
も

あ
り
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン

グ
」「
日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
受
賞

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
後
も
常
に
変
化
に
対
応
し

て
、皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス・経
営
体
制
を

構
築
し
、も
っ
た
い
な
い
を
限
り
な
く
減
ら
す
コ
ト
で
、

多
く
の
人
を
豊
か
に
、ま
た
笑
顔
に
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親
和

銀
行
大
村
中
央
支
店
に
て
、本
社
新
設
の
資
金
と
し
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ

ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable 

Scale 
Index

」に
よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

算
定
ツ
ー
ル
を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環

境
・
社
会
・
経
済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
分
析
・
特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果

を
低
減
し
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ

を
設
定
）さ
せ
る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ

な
が
る
よ
う
、十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支

援
を
行
う
商
品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、

全
国
に
あ
る
当
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
販
売
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
な
か
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

の
在
庫
が
ネ
ッ
ク
だ
と
い
う
声
が
多
く
、ア
パ
レ
ル
業
界

に
刮
目
す
る
よ
う
に
な
り
、ア
パ
レ
ル
に
注
力
し
た
法
人

在
庫
買
取
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
在
庫
買
取
事
業
開
始
の
背
景
と
し
て
は
、ア
パ

レ
ル
業
界
で
発
生
し
て
い
る
大
量
の
廃
棄
物
を
減
ら
し

た
い
と
い
う
観
点
や
世
の
中
の
雇
用
を
守
り
た
い
と
い

う
観
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
２
０
１
４
年
に
私
が
前
職
で
培
っ
た
営
業
力

を
基
に
、店
舗
向
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
販
売
を
川
口
取
締
役
副
社

長
と
２
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
販
売
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
と

の
出
会
い
も
あ
り
、個
人
向
け
野
球
商
品
を
メ
イ
ン
と
し

た
小
売
業
へ
事
業
転
換
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
で

眠
っ
て
い
る
在
庫
を
当
社
が
買
い
取
り
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や

存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
資
金
化
を
実

現
出
来
る
よ
う
に
、一
度
当
社
が
買
取
を
す
る
形
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。早
期
売
却
に
よ
る
資
金

化
を
求
め
た
企
業
様
の
本
質
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
今
回
、当
社
の
活
動
が
環
境・社
会・経
済
に
与
え
る
影
響
を
分
析・評
価
し
て

い
た
だ
い
た
結
果
を
踏
ま
え
、「
毎
年
１
，０
０
０
万
点
以
上
の
在
庫
買
取
取
扱
商

品
数
を
達
成
す
る
」、「
２
０
３
４
年
度
ま
で
に
女
性
役
員
を
１
名
誕
生
さ
せ
る
」、

「
２
０
４
４
年
度
ま
で
に
資
本
提
携・Ｍ
＆
Ａ
を
合
計
３
先
行
う
」な
ど
の
目
標
を

７
つ
設
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
成
長
出
来
る
企
業
を
目
指
し
、社

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
事

業
の
売
買
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
若
い
人
が
働
き
た
い
と
地
元
長
崎
に
残
る
環
境

を
当
社
が
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、当
社
独
自
の
ユ

ニ
ー
ク
な
制
度
等
を
採
用
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
ま
す
。本
社
は
木
材
を
生
か
し
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ア
を
採
用
し
、社
員
用
の
カ
フ
ェ

も
併
設
す
る
な
ど
し
て
、働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
も「
自
力
を
つ
け
る
」「
仕

組
み
を
作
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
注
力
し
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
外
部
講
師
に
よ
る
営
業
に
関
す
る
勉

強
会
や
プ
レ
ゼ
ン
大
会
等
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。ほ
か
に
も
私
自
ら
が
参
加
す
る
従
業
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
う
な
ど
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門

の
強
化
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
若
い
女
性
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、役
職
者

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。子
育
て
世
代
の
女
性
が

働
き
や
す
い
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
り
、福
利
厚
生
の

　
当
社
は「
自
分
た
ち
が
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
作
ろ

う
」と
い
う
声
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、運
送

会
社
の
空
き
倉
庫（
ス
ペ
ー
ス
）と
小
売
業
な
ど
の
倉
庫

を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
を
繋
げ
る
倉
庫
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
カ
リ
レ
ル
」を
開
始
し
ま
し
た
。同
事
業
は

当
社
と
販
売
先
の
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
倉
庫
不
足
を

解
消
す
る
為
に
、運
送
会
社
が
保
有
し
て
い
る
遊
休
ス

ペ
ー
ス
を
事
前
に
登
録
し
て
、保
管
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な

先
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
ま
す
。こ
ち

ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
希
望
に
あ
っ
た
倉
庫
情
報
の
提
供
か

ら
、商
品
の
配
送
手
配
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
全
国
的
に
休
廃
業
及
び
解
散
し
た
い
企
業
が
高

い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、国
内
雇
用・国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。関
連

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
イ
ー

Ｒ
．Ｅ 

　
　
　
　
ブ 

ラ 

ザ 

ー 

ズ
　
　
　
　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
、

中
核
企
業
で
あ
る
当
社
の
法
人
在
庫
買
取
事
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、２
０
２
２
年
11
月
よ
り
事

業
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。株
式
会
社
Ｒ
．Ｅ 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
は
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

WOMAN's VALUE AWARD2023 特別賞

〈FFG〉ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行の記念楯を贈呈
（左から吉岡社長、十八親和銀行大村中央支店 森田支店長）

PINCH HITTER JAPAN 株式会社

■本社所在地 ：

■電 話 番 号 ：

■事 業 内 容 ：

〒854-0045 長崎県諫早市新道町71-5

0957-56-9400

法人在庫買取事業

FFG公式
チャンネルはこちら

FFGでは企業のESG／SDGsの取り組みを支援しています
サステナビリティに
関することは

何でもご相談ください

九州企業のサステナビリティ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 サステナビリティ推進企画グループ
■お問い合わせ：TEL.092-723-2512

　
ア
パ
レ
ル
フ
ァッ
シ
ョ
ン
は
流
行
の
期
間
が
短
く
、世
界

的
に
大
量
に
生
産
さ
れ
、未
使
用
な
も
の
も
大
量
に
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。加
え
て
在
庫
を
大
量
に
抱
え
て
し

ま
い
倒
産
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
で
は「
今
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
最
大
化
し
て
い
こ

う
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、法
人
在
庫
買
取
・
再
流
通

事
業
、事
業
買
取・売
却
事
業
な
ど
を
主
力
事
業
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
も
仲
介
と
い
う
分
野
は

十
八
親
和
銀
行
の「〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」を
利
用

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ・

日
本
急
成
長
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ

【2023年情報】
アジア太平洋地域急成長企業ランキング：
275位／100万社中
卸売部門：5位
日本急成長企業ランキング：64位
成長率：191%（2018年～2021年）

【2022年情報】
アジア太平洋地域急成長企業ランキング：
149位／100万社中
小売部門：5位
日本急成長企業ランキング：38位
成長率：426%（2017年～2020年）
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本
岡 

眞 

氏

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
お
取
引
先
企
業
の
中
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
、未
来
へ
の
道
づ
く
り

　
当
社
で
は
現
場
の
高
齢
者
や
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

よ
う
に
、労
働
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー・
自
動
ド
ア
の
事
務
所
設
置
や
現
場

で
の
女
性
用
休
憩
場
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、延
長
雇
用
者
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
は
女
性
が
更
に
活
躍
出
来
る
職
場
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て「
え
る
ぼ
し
認
定
」の
取
得
や
、多
様

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
籍
の
労
働
者
採
用
を

検
討
す
る
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
と
同
時

に
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
施
策
を
実

施・検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
業
基
盤
の
強
化
及
び
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
は
、取
引
先
や
協
力
会
社
と
の
提
携
の
維
持

と
拡
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。提
携
業
者

を
幅
広
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
強
固
に
し
て
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い

く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
設
立
以
来
、道
路
建
設
業
の
公
共
性
・

社
会
性
を
理
解
し
、永
年
に
亘
り
社
会
資
本
整
備
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable Scale Index

」に

よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
算
定
ツ
ー
ル

を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環
境
・
社
会
・
経

済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響

を
分
析・特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
低
減
し
な
が

ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
）さ
せ

る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支
援
を
行
う
商

品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、当
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ・
十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。社
会
イ
ン

フ
ラ
に
関
わ
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、災
害
時
に
は
人
々

の
生
活
を
守
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。災
害
な
ど
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
毀
損
し

た
場
合
、人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
常
レ
ベ
ル
と
同
じ
程
度
に
維
持
し
な

が
ら
、復
旧
活
動
を
迅
速
に
行
い
災
害
対
応
に
あ
た
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
と
し
て
も
、防
災・減
災
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
や
、安
全
第
一
で
環
境
に
配
慮
し
た
原
材
料
や

機
械
の
導
入
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
方
面
か
ら
日
常
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。国
土
交
通
省・

長
崎
県
な
ど
と
防
災
協
定
を
結
び
、有
事
の
際
の
応
急

対
策
作
業
を
迅
速
に
行
え
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店
営
業
部
に
て
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

工
事
以
外
に
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売
や
産
業

廃
棄
物
処
理
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
関
連
会

社
５
社
を
含
め
た
６
社
で
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
い
ま
す
。関
連
会
社
か
ら
の
資
材
仕
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
・

特
殊
舗
装
を
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
行
う
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ｖ
…
共
同
企
業
体
制
度（
ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー
）の
略
。建
設

企
業
が
単
独
で
受
注
及
び
施
工
を
行
う
通
常
の
場
合
と
は
異
な

り
、複
数
の
建
設
企
業
が
、一
つ
の
建
設
工
事
を
受
注
、施
工
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
す
る
事
業
組
織
体
の
こ
と
。

　
当
社
は
創
業
者
で
あ
る
わ
た
も
と
み
の
る

綿
元
實
が
１
９
４
８
年
に
長

崎
県
佐
世
保
市
に
て
、当
時
満
州
地
域
で
自
ら
経
験
し

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、道
路・舗
装
工
事
を
中
心
に
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。１
９
８
１
年
に
日
本
道
路
公
団
か
ら
Ｊ
Ｖ（
※
）に
よ

る
初
の
大
型
工
事
受
注
を
す
る
な
ど
し
て
、事
業
規
模

も
順
調
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
道
路・舗
装

　
当
社
は
長
崎
県
佐
世
保
市
と
長
崎
県
対
馬
市
に
プ

ラ
ン
ト
を
保
有
し
、長
崎
県
佐
世
保
市
の
道
路
工
事
を

中
心
と
し
て
、民
間
工
事
・
個
人
向
け
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
社
が
販
売
す
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
は
、公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、品
質
の
高
さ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。ま
た
合
材
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
排
出
ガ
ス
を
第

三
者
へ
測
定
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、環
境
面
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
工
事
等
で
発

生
し
た
が
れ
き
材
等
を
受
け
入
れ
て
、再
生
合
材・再
生

路
盤
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
長
崎
県
産

の
原
材
料
を
積
極
的
に
使
用
し
て
、長
崎
県
内
で
消
費

を
行
う
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
業
種
柄
多
く
の
資
源
を
利
用
す
る
業
種
で

あ
り
、か
つ
廃
棄
物
の
排
出
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
分
別
の
徹
底
な
ど
、長
年
に
わ

た
り
３
Ｒ
運
動（Reduce

・Reuse

・Recycle

）に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
使
用
削
減
の

　〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、当

社
で
は「
砕
石・砂
の

地
域
産
資
材
割
合

を
１
０
０
％
で
維
持

す
る
」、「
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制

度・く
る
み
ん
認
定・

え
る
ぼ
し
認
定
を
取

得
す
る
」、「
外
国
籍

労
働
者
の
新
規
雇

用
」、「
提
携
業
者
を

増
加
す
る
」な
ど
の

９
つ
の
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。こ
ち
ら

の
目
標
を
社
内
勉

強
会
を
通
じ
て
社
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
め
、路
面
を
切
削
し
た
際
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
し

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材・再
生
路
盤
材
を
工
事
の
際

に
利
用
し
て
い
ま
す
。積
極
的
な
声
掛
け
に
よ
り
、今
で

は
当
社
が
手
掛
け
る
現
場
の
80
％
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
こ
れ
ら
の
エ
コ
製
品
は
、長
崎
県
の
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
発
生
し
た

産
業
廃
棄
物
の
数
値
を
官
公
庁
に
削
減
計
画
と
と
も
に

届
け
て
お
り
、官
公
庁
を
通
じ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
務
所
内
で
も
、リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、４
Ｒ
宣
言（R

efuse

・Reduce

・

Reuse

・Recycle

）を
従
業
員
に
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、長
崎
県
の
長
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

４
Ｒ
宣
言
事
務
所
と
し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
事
務
所
内
で
、社
内
文
書
を
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
健
康
経
営
」と
は
、従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。企
業
理
念
に
基
づ
き
、従
業
員
等
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
で
、従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産

性
の
向
上
等
の
組
織
活
性
化
を
も
た
ら
し
、結
果
的
に

業
績
向
上
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、今
以
上
に
職
場
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、

現
在
取
得
し
て
い
る「
健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
」よ

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
」の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

佐世保市福石町の現社屋 昭和40年頃、佐世保市干尽町にあった旧本社にて仕事始め式の際に撮影

長崎プラスチック4R宣言

健康経営推進企業認定

サステナビリティ
九州企業の九州企業のサステナビリティ

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
営
業
部

代
表
取
締
役

も 

と
　 お 

か
　
　
　ま
こ
と

健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
取
得

舗
装
工
事
を
メ
イ
ン
と
し
た

道
路
舗
装
業
者

３
Ｒ
運
動・４
Ｒ
宣
言
を
中
心
と
し
た

廃
棄
物
に
関
す
る
取
り
組
み

環
境
に
配
慮
し
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売

西
部
道
路 

株
式
会
社

せ
い
　ぶ
　ど
う
　ろ

〈
今
回
ご
紹
介
す
る
企
業
〉
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本
岡 

眞 

氏

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
お
取
引
先
企
業
の
中
か
ら
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
企
業
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
、未
来
へ
の
道
づ
く
り

　
当
社
で
は
現
場
の
高
齢
者
や
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

よ
う
に
、労
働
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー・
自
動
ド
ア
の
事
務
所
設
置
や
現
場

で
の
女
性
用
休
憩
場
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、延
長
雇
用
者
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
は
女
性
が
更
に
活
躍
出
来
る
職
場
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て「
え
る
ぼ
し
認
定
」の
取
得
や
、多
様

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
籍
の
労
働
者
採
用
を

検
討
す
る
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
と
同
時

に
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
施
策
を
実

施・検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
業
基
盤
の
強
化
及
び
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
は
、取
引
先
や
協
力
会
社
と
の
提
携
の
維
持

と
拡
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。提
携
業
者

を
幅
広
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
強
固
に
し
て
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い

く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
設
立
以
来
、道
路
建
設
業
の
公
共
性
・

社
会
性
を
理
解
し
、永
年
に
亘
り
社
会
資
本
整
備
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable Scale Index

」に

よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
算
定
ツ
ー
ル

を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環
境
・
社
会
・
経

済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響

を
分
析・特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
低
減
し
な
が

ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
）さ
せ

る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支
援
を
行
う
商

品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、当
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ・
十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。社
会
イ
ン

フ
ラ
に
関
わ
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、災
害
時
に
は
人
々

の
生
活
を
守
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。災
害
な
ど
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
毀
損
し

た
場
合
、人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
常
レ
ベ
ル
と
同
じ
程
度
に
維
持
し
な

が
ら
、復
旧
活
動
を
迅
速
に
行
い
災
害
対
応
に
あ
た
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
と
し
て
も
、防
災・減
災
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
や
、安
全
第
一
で
環
境
に
配
慮
し
た
原
材
料
や

機
械
の
導
入
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
方
面
か
ら
日
常
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。国
土
交
通
省・

長
崎
県
な
ど
と
防
災
協
定
を
結
び
、有
事
の
際
の
応
急

対
策
作
業
を
迅
速
に
行
え
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店
営
業
部
に
て
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

工
事
以
外
に
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売
や
産
業

廃
棄
物
処
理
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
関
連
会

社
５
社
を
含
め
た
６
社
で
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
い
ま
す
。関
連
会
社
か
ら
の
資
材
仕
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
・

特
殊
舗
装
を
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
行
う
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ｖ
…
共
同
企
業
体
制
度（
ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー
）の
略
。建
設

企
業
が
単
独
で
受
注
及
び
施
工
を
行
う
通
常
の
場
合
と
は
異
な

り
、複
数
の
建
設
企
業
が
、一
つ
の
建
設
工
事
を
受
注
、施
工
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
す
る
事
業
組
織
体
の
こ
と
。

　
当
社
は
創
業
者
で
あ
る
わ
た
も
と
み
の
る

綿
元
實
が
１
９
４
８
年
に
長

崎
県
佐
世
保
市
に
て
、当
時
満
州
地
域
で
自
ら
経
験
し

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、道
路・舗
装
工
事
を
中
心
に
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。１
９
８
１
年
に
日
本
道
路
公
団
か
ら
Ｊ
Ｖ（
※
）に
よ

る
初
の
大
型
工
事
受
注
を
す
る
な
ど
し
て
、事
業
規
模

も
順
調
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
道
路・舗
装

　
当
社
は
長
崎
県
佐
世
保
市
と
長
崎
県
対
馬
市
に
プ

ラ
ン
ト
を
保
有
し
、長
崎
県
佐
世
保
市
の
道
路
工
事
を

中
心
と
し
て
、民
間
工
事
・
個
人
向
け
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
社
が
販
売
す
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
は
、公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、品
質
の
高
さ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。ま
た
合
材
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
排
出
ガ
ス
を
第

三
者
へ
測
定
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、環
境
面
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
工
事
等
で
発

生
し
た
が
れ
き
材
等
を
受
け
入
れ
て
、再
生
合
材・再
生

路
盤
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
長
崎
県
産

の
原
材
料
を
積
極
的
に
使
用
し
て
、長
崎
県
内
で
消
費

を
行
う
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
業
種
柄
多
く
の
資
源
を
利
用
す
る
業
種
で

あ
り
、か
つ
廃
棄
物
の
排
出
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
分
別
の
徹
底
な
ど
、長
年
に
わ

た
り
３
Ｒ
運
動（Reduce

・Reuse

・Recycle

）に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
使
用
削
減
の

　〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、当

社
で
は「
砕
石・砂
の

地
域
産
資
材
割
合

を
１
０
０
％
で
維
持

す
る
」、「
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制

度・く
る
み
ん
認
定・

え
る
ぼ
し
認
定
を
取

得
す
る
」、「
外
国
籍

労
働
者
の
新
規
雇

用
」、「
提
携
業
者
を

増
加
す
る
」な
ど
の

９
つ
の
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。こ
ち
ら

の
目
標
を
社
内
勉

強
会
を
通
じ
て
社
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
め
、路
面
を
切
削
し
た
際
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
し

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材・再
生
路
盤
材
を
工
事
の
際

に
利
用
し
て
い
ま
す
。積
極
的
な
声
掛
け
に
よ
り
、今
で

は
当
社
が
手
掛
け
る
現
場
の
80
％
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
こ
れ
ら
の
エ
コ
製
品
は
、長
崎
県
の
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
発
生
し
た

産
業
廃
棄
物
の
数
値
を
官
公
庁
に
削
減
計
画
と
と
も
に

届
け
て
お
り
、官
公
庁
を
通
じ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
務
所
内
で
も
、リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、４
Ｒ
宣
言（R

efuse

・Reduce

・

Reuse

・Recycle

）を
従
業
員
に
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、長
崎
県
の
長
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

４
Ｒ
宣
言
事
務
所
と
し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
事
務
所
内
で
、社
内
文
書
を
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
健
康
経
営
」と
は
、従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。企
業
理
念
に
基
づ
き
、従
業
員
等
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
で
、従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産

性
の
向
上
等
の
組
織
活
性
化
を
も
た
ら
し
、結
果
的
に

業
績
向
上
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、今
以
上
に
職
場
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、

現
在
取
得
し
て
い
る「
健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
」よ

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
」の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

佐世保市福石町の現社屋 昭和40年頃、佐世保市干尽町にあった旧本社にて仕事始め式の際に撮影

長崎プラスチック4R宣言

健康経営推進企業認定

サステナビリティ
九州企業の九州企業のサステナビリティ

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

佐
世
保
本
店
営
業
部

代
表
取
締
役

も 

と
　 お 

か
　
　
　ま
こ
と

健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
取
得

舗
装
工
事
を
メ
イ
ン
と
し
た

道
路
舗
装
業
者

３
Ｒ
運
動・４
Ｒ
宣
言
を
中
心
と
し
た

廃
棄
物
に
関
す
る
取
り
組
み

環
境
に
配
慮
し
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売

西
部
道
路 

株
式
会
社

せ
い
　ぶ
　ど
う
　ろ

〈
今
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ご
紹
介
す
る
企
業
〉
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当
社
で
は
現
場
の
高
齢
者
や
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

よ
う
に
、労
働
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー・
自
動
ド
ア
の
事
務
所
設
置
や
現
場

で
の
女
性
用
休
憩
場
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、延
長
雇
用
者
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
は
女
性
が
更
に
活
躍
出
来
る
職
場
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て「
え
る
ぼ
し
認
定
」の
取
得
や
、多
様

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
籍
の
労
働
者
採
用
を

検
討
す
る
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
と
同
時

に
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
施
策
を
実

施・検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
業
基
盤
の
強
化
及
び
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
は
、取
引
先
や
協
力
会
社
と
の
提
携
の
維
持

と
拡
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。提
携
業
者

を
幅
広
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
強
固
に
し
て
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い

く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
設
立
以
来
、道
路
建
設
業
の
公
共
性
・

社
会
性
を
理
解
し
、永
年
に
亘
り
社
会
資
本
整
備
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable Scale Index

」に

よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
算
定
ツ
ー
ル

を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環
境
・
社
会
・
経

済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響

を
分
析・特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
低
減
し
な
が

ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
）さ
せ

る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支
援
を
行
う
商

品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、当
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ・
十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。社
会
イ
ン

フ
ラ
に
関
わ
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、災
害
時
に
は
人
々

の
生
活
を
守
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。災
害
な
ど
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
毀
損
し

た
場
合
、人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
常
レ
ベ
ル
と
同
じ
程
度
に
維
持
し
な

が
ら
、復
旧
活
動
を
迅
速
に
行
い
災
害
対
応
に
あ
た
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
と
し
て
も
、防
災・減
災
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
や
、安
全
第
一
で
環
境
に
配
慮
し
た
原
材
料
や

機
械
の
導
入
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
方
面
か
ら
日
常
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。国
土
交
通
省・

長
崎
県
な
ど
と
防
災
協
定
を
結
び
、有
事
の
際
の
応
急

対
策
作
業
を
迅
速
に
行
え
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店
営
業
部
に
て
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

工
事
以
外
に
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売
や
産
業

廃
棄
物
処
理
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
関
連
会

社
５
社
を
含
め
た
６
社
で
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
い
ま
す
。関
連
会
社
か
ら
の
資
材
仕
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
・

特
殊
舗
装
を
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
行
う
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ｖ
…
共
同
企
業
体
制
度（
ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー
）の
略
。建
設

企
業
が
単
独
で
受
注
及
び
施
工
を
行
う
通
常
の
場
合
と
は
異
な

り
、複
数
の
建
設
企
業
が
、一
つ
の
建
設
工
事
を
受
注
、施
工
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
す
る
事
業
組
織
体
の
こ
と
。

　
当
社
は
創
業
者
で
あ
る
わ
た
も
と
み
の
る

綿
元
實
が
１
９
４
８
年
に
長

崎
県
佐
世
保
市
に
て
、当
時
満
州
地
域
で
自
ら
経
験
し

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、道
路・舗
装
工
事
を
中
心
に
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。１
９
８
１
年
に
日
本
道
路
公
団
か
ら
Ｊ
Ｖ（
※
）に
よ

る
初
の
大
型
工
事
受
注
を
す
る
な
ど
し
て
、事
業
規
模

も
順
調
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
道
路・舗
装

　
当
社
は
長
崎
県
佐
世
保
市
と
長
崎
県
対
馬
市
に
プ

ラ
ン
ト
を
保
有
し
、長
崎
県
佐
世
保
市
の
道
路
工
事
を

中
心
と
し
て
、民
間
工
事
・
個
人
向
け
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
社
が
販
売
す
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
は
、公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、品
質
の
高
さ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。ま
た
合
材
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
排
出
ガ
ス
を
第

三
者
へ
測
定
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、環
境
面
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
工
事
等
で
発

生
し
た
が
れ
き
材
等
を
受
け
入
れ
て
、再
生
合
材・再
生

路
盤
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
長
崎
県
産

の
原
材
料
を
積
極
的
に
使
用
し
て
、長
崎
県
内
で
消
費

を
行
う
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
業
種
柄
多
く
の
資
源
を
利
用
す
る
業
種
で

あ
り
、か
つ
廃
棄
物
の
排
出
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
分
別
の
徹
底
な
ど
、長
年
に
わ

た
り
３
Ｒ
運
動（Reduce

・Reuse

・Recycle

）に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
使
用
削
減
の

　〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、当

社
で
は「
砕
石・砂
の

地
域
産
資
材
割
合

を
１
０
０
％
で
維
持

す
る
」、「
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制

度・く
る
み
ん
認
定・

え
る
ぼ
し
認
定
を
取

得
す
る
」、「
外
国
籍

労
働
者
の
新
規
雇

用
」、「
提
携
業
者
を

増
加
す
る
」な
ど
の

９
つ
の
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。こ
ち
ら

の
目
標
を
社
内
勉

強
会
を
通
じ
て
社
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
め
、路
面
を
切
削
し
た
際
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
し

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材・再
生
路
盤
材
を
工
事
の
際

に
利
用
し
て
い
ま
す
。積
極
的
な
声
掛
け
に
よ
り
、今
で

は
当
社
が
手
掛
け
る
現
場
の
80
％
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
こ
れ
ら
の
エ
コ
製
品
は
、長
崎
県
の
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
発
生
し
た

産
業
廃
棄
物
の
数
値
を
官
公
庁
に
削
減
計
画
と
と
も
に

届
け
て
お
り
、官
公
庁
を
通
じ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
務
所
内
で
も
、リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、４
Ｒ
宣
言（R

efuse

・Reduce

・

Reuse

・Recycle

）を
従
業
員
に
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、長
崎
県
の
長
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

４
Ｒ
宣
言
事
務
所
と
し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
事
務
所
内
で
、社
内
文
書
を
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
健
康
経
営
」と
は
、従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。企
業
理
念
に
基
づ
き
、従
業
員
等
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
で
、従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産

性
の
向
上
等
の
組
織
活
性
化
を
も
た
ら
し
、結
果
的
に

業
績
向
上
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、今
以
上
に
職
場
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、

現
在
取
得
し
て
い
る「
健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
」よ

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
」の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本岡眞社長
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
活
動

持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

十
八
親
和
銀
行
の「〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」を
利
用

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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当
社
で
は
現
場
の
高
齢
者
や
女
性
が
活
躍
し
や
す
い

よ
う
に
、労
働
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー・
自
動
ド
ア
の
事
務
所
設
置
や
現
場

で
の
女
性
用
休
憩
場
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、延
長
雇
用
者
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
は
女
性
が
更
に
活
躍
出
来
る
職
場
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て「
え
る
ぼ
し
認
定
」の
取
得
や
、多
様

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
籍
の
労
働
者
採
用
を

検
討
す
る
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
と
同
時

に
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
施
策
を
実

施・検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
業
基
盤
の
強
化
及
び
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
は
、取
引
先
や
協
力
会
社
と
の
提
携
の
維
持

と
拡
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。提
携
業
者

を
幅
広
く
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
強
固
に
し
て
、当
社
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い

く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
社
は
設
立
以
来
、道
路
建
設
業
の
公
共
性
・

社
会
性
を
理
解
し
、永
年
に
亘
り
社
会
資
本
整
備
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
独
自
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

評
価
サ
ー
ビ
ス「Sustainable Scale Index

」に

よ
る
評
価
結
果
や
国
際
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
算
定
ツ
ー
ル

を
基
に
対
話
を
重
ね
、当
社
の
活
動
が
環
境
・
社
会
・
経

済
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響

を
分
析・特
定
し
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
低
減
し
な
が

ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
増
大（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
）さ
せ

る
こ
と
で
、当
社
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

十
八
親
和
銀
行
が
中
長
期
的
な
伴
走
支
援
を
行
う
商

品
で
す
。作
成
い
た
だ
い
た
評
価
書
は
、当
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ・
十
八
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。社
会
イ
ン

フ
ラ
に
関
わ
る
企
業
の
責
務
と
し
て
、災
害
時
に
は
人
々

の
生
活
を
守
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。災
害
な
ど
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
毀
損
し

た
場
合
、人
々
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
常
レ
ベ
ル
と
同
じ
程
度
に
維
持
し
な

が
ら
、復
旧
活
動
を
迅
速
に
行
い
災
害
対
応
に
あ
た
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
活
動
と
し
て
も
、防
災・減
災
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
や
、安
全
第
一
で
環
境
に
配
慮
し
た
原
材
料
や

機
械
の
導
入
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
方
面
か
ら
日
常
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。国
土
交
通
省・

長
崎
県
な
ど
と
防
災
協
定
を
結
び
、有
事
の
際
の
応
急

対
策
作
業
を
迅
速
に
行
え
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
に
取
引
い
た
だ
い
て
い
る
十
八
親

和
銀
行
佐
世
保
本
店
営
業
部
に
て
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

工
事
以
外
に
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
品
製
造
販
売
や
産
業

廃
棄
物
処
理
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
関
連
会

社
５
社
を
含
め
た
６
社
で
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
い
ま
す
。関
連
会
社
か
ら
の
資
材
仕
入
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
・

特
殊
舗
装
を
西
部
道
路
グ
ル
ー
プ
で
一
貫
し
て
行
う
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ｖ
…
共
同
企
業
体
制
度（
ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー
）の
略
。建
設

企
業
が
単
独
で
受
注
及
び
施
工
を
行
う
通
常
の
場
合
と
は
異
な

り
、複
数
の
建
設
企
業
が
、一
つ
の
建
設
工
事
を
受
注
、施
工
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
形
成
す
る
事
業
組
織
体
の
こ
と
。

　
当
社
は
創
業
者
で
あ
る
わ
た
も
と
み
の
る

綿
元
實
が
１
９
４
８
年
に
長

崎
県
佐
世
保
市
に
て
、当
時
満
州
地
域
で
自
ら
経
験
し

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
事
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、道
路・舗
装
工
事
を
中
心
に
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。１
９
８
１
年
に
日
本
道
路
公
団
か
ら
Ｊ
Ｖ（
※
）に
よ

る
初
の
大
型
工
事
受
注
を
す
る
な
ど
し
て
、事
業
規
模

も
順
調
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
道
路・舗
装

　
当
社
は
長
崎
県
佐
世
保
市
と
長
崎
県
対
馬
市
に
プ

ラ
ン
ト
を
保
有
し
、長
崎
県
佐
世
保
市
の
道
路
工
事
を

中
心
と
し
て
、民
間
工
事
・
個
人
向
け
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
社
が
販
売
す
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
は
、公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
承
認
を
受
け
て
お
り
、品
質
の
高
さ
を
維
持
し

て
い
ま
す
。ま
た
合
材
プ
ラ
ン
ト
施
設
の
排
出
ガ
ス
を
第

三
者
へ
測
定
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、環
境
面
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
工
事
等
で
発

生
し
た
が
れ
き
材
等
を
受
け
入
れ
て
、再
生
合
材・再
生

路
盤
材
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
長
崎
県
産

の
原
材
料
を
積
極
的
に
使
用
し
て
、長
崎
県
内
で
消
費

を
行
う
こ
と
で
地
産
地
消
に
も
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
業
種
柄
多
く
の
資
源
を
利
用
す
る
業
種
で

あ
り
、か
つ
廃
棄
物
の
排
出
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
分
別
の
徹
底
な
ど
、長
年
に
わ

た
り
３
Ｒ
運
動（Reduce

・Reuse

・Recycle

）に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
使
用
削
減
の

　〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

は
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、当

社
で
は「
砕
石・砂
の

地
域
産
資
材
割
合

を
１
０
０
％
で
維
持

す
る
」、「
健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制

度・く
る
み
ん
認
定・

え
る
ぼ
し
認
定
を
取

得
す
る
」、「
外
国
籍

労
働
者
の
新
規
雇

用
」、「
提
携
業
者
を

増
加
す
る
」な
ど
の

９
つ
の
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。こ
ち
ら

の
目
標
を
社
内
勉

強
会
を
通
じ
て
社
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
め
、路
面
を
切
削
し
た
際
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
し

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材・再
生
路
盤
材
を
工
事
の
際

に
利
用
し
て
い
ま
す
。積
極
的
な
声
掛
け
に
よ
り
、今
で

は
当
社
が
手
掛
け
る
現
場
の
80
％
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
こ
れ
ら
の
エ
コ
製
品
は
、長
崎
県
の
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
発
生
し
た

産
業
廃
棄
物
の
数
値
を
官
公
庁
に
削
減
計
画
と
と
も
に

届
け
て
お
り
、官
公
庁
を
通
じ
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
事
務
所
内
で
も
、リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、４
Ｒ
宣
言（R

efuse

・Reduce

・

Reuse

・Recycle

）を
従
業
員
に
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、長
崎
県
の
長
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

４
Ｒ
宣
言
事
務
所
と
し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
事
務
所
内
で
、社
内
文
書
を
従
来
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　「
健
康
経
営
」と
は
、従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経

営
的
な
視
点
で
考
え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。企
業
理
念
に
基
づ
き
、従
業
員
等
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
で
、従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産

性
の
向
上
等
の
組
織
活
性
化
を
も
た
ら
し
、結
果
的
に

業
績
向
上
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、今
以
上
に
職
場
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、

現
在
取
得
し
て
い
る「
健
康
経
営
推
進
企
業
認
定
」よ

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
」の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本岡眞社長

〈FFG〉ポジティブ・インパクト・ファイナンス実行の記念楯を贈呈（左から本岡社長、十八親和銀行佐世保本店営業部 谷口部長）

西部道路 株式会社

■本社所在地 ：

■電 話 番 号 ：

■事 業 内 容 ：

〒857-0854 長崎県佐世保市福石町4-19

0956-32-2188

道路舗装並びに各種舗装工事、一般土木建築並びに各種防水工事、水道及び下水道管工事、

各種アスファルト製品の製造及び販売、生コンクリートの製造及び販売、砕石その他建設資材の製造並びに販売、

建設機械の修理整備事業、産業廃棄物処理業

FFG公式
チャンネルはこちら

FFGでは企業のESG／SDGsの取り組みを支援しています
サステナビリティに
関することは

何でもご相談ください

九州企業のサステナビリティ

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 サステナビリティ推進企画グループ
■お問い合わせ：TEL.092-723-2512

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
活
動

持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

十
八
親
和
銀
行
の「〈
Ｆ
Ｆ
Ｇ
〉ポ
ジ
テ
ィ
ブ・

イ
ン
パ
ク
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」を
利
用

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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現
地
の
状
況
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、都
市
国
家
で

小
国
な
が
ら
積
極
的
な
外
資
誘
致
等

に
よ
り
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

2
0
2
3
年
の
一
人
当
た
り
名
目

G
D
P
は
約
8
4,
7
3
0
米
ド
ル
で

日
本
の
約
2
・
5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　
ま
た
、企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す

さ
を
指
標
化
し
た
、2
0
2
4
年
世
界

競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ（
ス
イ
ス
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
国
際
経
営
開
発
研
究
所

（
I
M
D
）の
調
査
）に
お
い
て
1
位

（
表
２
）、ア
ジ
ア
駐
在
員
が
住
み
や
す

い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ（
英
国
の
人
材
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社（
E
C
A
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）の
調
査
）に
お
い
て
１0
年

連
続
で
1
位
に
選
ば
れ
る
等
、ビ
ジ
ネ

ス
環
境
や
住
環
境
に
お
い
て
国
際
的
に

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、同
国
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
は

1
4
0
以
上
の
都
市
に
直
行
便
が
就

航
し
、A
S
E
A
N
諸
国
へ
の
移
動
は

概
ね
３
時
間
以
内
と
い
う
地
理
的
な

優
位
性
か
ら
、多
く
の
企
業
が
同
国
を

A
S
E
A
N
の
統
括
拠
点
と
し
て
お

り
、J
E
T
R
O
の
調
査
に
よ
る
と
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
が
あ
る
日
系
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に「
地
域
統
括
機
能

を
有
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
企
業
は

4
割
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
地
企
業
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

（A
R
C
O

 

M
A
R
K
E
T
IN
G

 

P
te  L

td

　瀧
口
マ
ネ
ー
ジャ
ー
）

　
　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社（
以
下
：ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
）

の
子
会
社
で
、現
地
で
食
品
卸
売
業

を
営
むA

R
C
O

 M
A
R
K
E
T
IN
G

 

P
te  Ltd

（
以
下
：ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
）の
瀧
口
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た（
写
真
1
）。

A

現
地
の
お
す
す
め
や

過
ご
し
方
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
2
0
0
8

年
か
ら
F
1
初
の
ナ
イ
ト
レ
ー
ス

と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
G
P
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
心
部
の
巨
大
な
観
覧
車
や
高

層
ビ
ル
群
が
建
ち
並
ぶ
マ
リ
ー
ナ
・

エ
リ
ア
に
特
設
さ
れ
る
マ
リ
ー
ナ
ベ

イ
市
街
地
コ
ー
ス
は
、数
多
く
の
煌

び
や
か
な
照
明
に
よ
り
コ
ー
ス
全

体
が
幻
想
的
な
光
の
道
と
な
り
、

火
花
を
散
ら
し
な
が
ら
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
カ
ー
が
走
り
抜
け
ま
す
。G
P

開
催
期
間
中
に
は
約
26
万
人
の

観
客
が
訪
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
屈

指
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す（
写
真
2
）。

所長の
ちょっとひと息

〜
現
地
企
業
の
声
〜

　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
は
、2
0
2
2
年

１0
月
に
食
品
卸
売
業
者
で
あ
る
現
地

企
業
ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
株
式

を
取
得
し
、私
は
2
0
2
3
年
4
月

に
現
地
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

の
進
出
を
決
め
た
理
由
は
、同
国
は
日

本
食
や
日
本
産
品
の
関
心
が
高
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、他
国

と
比
べ
て
食
品
輸
入
規
制
が
殆
ど
な

い
た
め
、様
々
な
品
目
の
食
品
の
取
扱

い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

長
期
的
に
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る

東
南
ア
ジ
ア
の
商
圏
で
の
販
路
拡
大

に
向
け
て
、交
通
や
物
流
の
ハ
ブ
と
し

て
の
利
便
性
が
高
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

拠
点
を
置
く
こ
と
で
、効
率
的
な
営

業
活
動
と
輸
出
増
加
が
期
待
で
き
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、ヤ
マ
エ
グ

ル
ー
プ
の
創
業
の
地
で
あ
る
九
州
で
の

仕
入
れ
網
を
活
か
し
た
豊
富
な
商
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
強
み
と
し
て
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

い
て
九
州
産
品
を
積
極
的
に
P
R
し
、

同
地
域
で
の
輸
出
拡
大
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
す

お
客
さ
ま
へメッセ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す

　
　
2
0
2
3
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
数
は
年
間
約

59
万
人
と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
す

る
な
ど
、日
本
へ
の
関
心
は
高
く
、現
地

で
も
様
々
な
日
本
産
品
が
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、整
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
、東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ハ
ブ
と
し
て

の
優
位
性
や
、駐
在
員
の
生
活
環
境

の
良
さ
な
ど
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　
一
方
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
世
界

中
か
ら
モ
ノ
が
集
ま
る
た
め
消
費
者
の

目
が
肥
え
て
い
る
こ
と
や
、既
に
数
多

く
の
日
本
産
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る

た
め
競
争
環
境
は
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

入
念
な
市
場
調
査
や
他
社
と
の
差
別

化
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
海
外
駐
在
員
に
と
っ

て
最
も
生
活
費
の
高
い
都
市
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
な
ど
、賃
金
や
家
賃
な
ど

の
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
も
留

意
が
必
要
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
に
は
、食
品

な
ど
の
販
路
開
拓
に
か
か
る
ご
相
談

も
多
く
、市
場
調
査
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

先
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、マ
レ
ー
シ
ア

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

先
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
興
味
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
取
引
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

A

A

（写真1）アルコマーケティング瀧口マネージャー（写真左）と同社冷凍倉庫内にて

（写真2）マリーナベイ市街地コースでのF1開催
　　　　（スタート前の様子）

FFGでは、独自のネットワークを活かしてお客さまの海外ビジネスを総合サポートしています。
今回、シンガポール駐在員事務所の花森所長に現地の情報やビジネスについて伺いました。
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シンガポール

7

Singapore

海外駐在員事務所が伝える

の

※為替レートは、2024年10月11日の1米ドル＝148.62円にて算出　出所：JETRO、外務省、IMFなど

（表1） シンガポールの概要　　
項目 内容 参考

人口

面積

2023年の
一人当たり名目GDP

食料自給率

在留日本人

人種構成

約604万人（2024年6月時点）

約735平方キロメートル

約84,730 米ドル（約1,260万円）

約10％

31,366名（2023年10月時点）

中華系74％、マレー系13.5％、
インド系9％

福岡県の人口は約510万人（2024年9月時点）

対馬の面積は約709平方キロメートル

日本は約33,810 米ドル（約502万円）

日本の生産額ベースの食料自給率は約61％

世界11位

公用語は英語、中国語、マレー語、タミール語

出所：スイスの国際経営開発研究所（IMD）

（表2） 2024年世界競争力ランキング
国名

シンガポール

スイス

デンマーク

アイルランド

香港

スウェーデン

UAE

台湾

オランダ

ノルウェー

日本

順位
1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

38位
・・・
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現
地
の
状
況
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、都
市
国
家
で

小
国
な
が
ら
積
極
的
な
外
資
誘
致
等

に
よ
り
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

2
0
2
3
年
の
一
人
当
た
り
名
目

G
D
P
は
約
8
4,
7
3
0
米
ド
ル
で

日
本
の
約
2
・
5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　
ま
た
、企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す

さ
を
指
標
化
し
た
、2
0
2
4
年
世
界

競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ（
ス
イ
ス
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
国
際
経
営
開
発
研
究
所

（
I
M
D
）の
調
査
）に
お
い
て
1
位

（
表
２
）、ア
ジ
ア
駐
在
員
が
住
み
や
す

い
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ（
英
国
の
人
材
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社（
E
C
A
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）の
調
査
）に
お
い
て
１0
年

連
続
で
1
位
に
選
ば
れ
る
等
、ビ
ジ
ネ

ス
環
境
や
住
環
境
に
お
い
て
国
際
的
に

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、同
国
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
は

1
4
0
以
上
の
都
市
に
直
行
便
が
就

航
し
、A
S
E
A
N
諸
国
へ
の
移
動
は

概
ね
３
時
間
以
内
と
い
う
地
理
的
な

優
位
性
か
ら
、多
く
の
企
業
が
同
国
を

A
S
E
A
N
の
統
括
拠
点
と
し
て
お

り
、J
E
T
R
O
の
調
査
に
よ
る
と
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
が
あ
る
日
系
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に「
地
域
統
括
機
能

を
有
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
企
業
は

4
割
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
地
企
業
の
声
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

（A
R
C
O

 

M
A
R
K
E
T
IN
G

 

P
te  L

td

　瀧
口
マ
ネ
ー
ジャ
ー
）

　
　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社（
以
下
：ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
）

の
子
会
社
で
、現
地
で
食
品
卸
売
業

を
営
むA

R
C
O

 M
A
R
K
E
T
IN
G

 

P
te  Ltd

（
以
下
：ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
）の
瀧
口
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た（
写
真
1
）。

A

現
地
の
お
す
す
め
や

過
ご
し
方
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
2
0
0
8

年
か
ら
F
1
初
の
ナ
イ
ト
レ
ー
ス

と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
G
P
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
心
部
の
巨
大
な
観
覧
車
や
高

層
ビ
ル
群
が
建
ち
並
ぶ
マ
リ
ー
ナ
・

エ
リ
ア
に
特
設
さ
れ
る
マ
リ
ー
ナ
ベ

イ
市
街
地
コ
ー
ス
は
、数
多
く
の
煌

び
や
か
な
照
明
に
よ
り
コ
ー
ス
全

体
が
幻
想
的
な
光
の
道
と
な
り
、

火
花
を
散
ら
し
な
が
ら
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
カ
ー
が
走
り
抜
け
ま
す
。G
P

開
催
期
間
中
に
は
約
26
万
人
の

観
客
が
訪
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
屈

指
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す（
写
真
2
）。

所長の
ちょっとひと息

〜
現
地
企
業
の
声
〜

　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
は
、2
0
2
2
年

１0
月
に
食
品
卸
売
業
者
で
あ
る
現
地

企
業
ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
株
式

を
取
得
し
、私
は
2
0
2
3
年
4
月

に
現
地
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

の
進
出
を
決
め
た
理
由
は
、同
国
は
日

本
食
や
日
本
産
品
の
関
心
が
高
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
整
っ
て
お
り
、他
国

と
比
べ
て
食
品
輸
入
規
制
が
殆
ど
な

い
た
め
、様
々
な
品
目
の
食
品
の
取
扱

い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

長
期
的
に
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る

東
南
ア
ジ
ア
の
商
圏
で
の
販
路
拡
大

に
向
け
て
、交
通
や
物
流
の
ハ
ブ
と
し

て
の
利
便
性
が
高
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

拠
点
を
置
く
こ
と
で
、効
率
的
な
営

業
活
動
と
輸
出
増
加
が
期
待
で
き
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
コ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、ヤ
マ
エ
グ

ル
ー
プ
の
創
業
の
地
で
あ
る
九
州
で
の

仕
入
れ
網
を
活
か
し
た
豊
富
な
商
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
強
み
と
し
て
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

い
て
九
州
産
品
を
積
極
的
に
P
R
し
、

同
地
域
で
の
輸
出
拡
大
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
す

お
客
さ
ま
へメッセ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す

　
　
2
0
2
3
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
数
は
年
間
約

59
万
人
と
な
り
過
去
最
高
を
更
新
す

る
な
ど
、日
本
へ
の
関
心
は
高
く
、現
地

で
も
様
々
な
日
本
産
品
が
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、整
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
、東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ハ
ブ
と
し
て

の
優
位
性
や
、駐
在
員
の
生
活
環
境

の
良
さ
な
ど
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　
一
方
で
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
世
界

中
か
ら
モ
ノ
が
集
ま
る
た
め
消
費
者
の

目
が
肥
え
て
い
る
こ
と
や
、既
に
数
多

く
の
日
本
産
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る

た
め
競
争
環
境
は
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

入
念
な
市
場
調
査
や
他
社
と
の
差
別

化
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
海
外
駐
在
員
に
と
っ

て
最
も
生
活
費
の
高
い
都
市
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
な
ど
、賃
金
や
家
賃
な
ど

の
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
も
留

意
が
必
要
で
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
に
は
、食
品

な
ど
の
販
路
開
拓
に
か
か
る
ご
相
談

も
多
く
、市
場
調
査
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

先
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、マ
レ
ー
シ
ア

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

先
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
興
味
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
取
引
店
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

A

A

（写真1）アルコマーケティング瀧口マネージャー（写真左）と同社冷凍倉庫内にて

（写真2）マリーナベイ市街地コースでのF1開催
　　　　（スタート前の様子）

FFGでは、独自のネットワークを活かしてお客さまの海外ビジネスを総合サポートしています。
今回、シンガポール駐在員事務所の花森所長に現地の情報やビジネスについて伺いました。

IN

File.

シンガポール

7

Singapore

海外駐在員事務所が伝える

の

※為替レートは、2024年10月11日の1米ドル＝148.62円にて算出　出所：JETRO、外務省、IMFなど

（表1） シンガポールの概要　　
項目 内容 参考

人口

面積

2023年の
一人当たり名目GDP

食料自給率

在留日本人

人種構成

約604万人（2024年6月時点）

約735平方キロメートル

約84,730 米ドル（約1,260万円）

約10％

31,366名（2023年10月時点）

中華系74％、マレー系13.5％、
インド系9％

福岡県の人口は約510万人（2024年9月時点）

対馬の面積は約709平方キロメートル

日本は約33,810 米ドル（約502万円）

日本の生産額ベースの食料自給率は約61％

世界11位

公用語は英語、中国語、マレー語、タミール語

出所：スイスの国際経営開発研究所（IMD）

（表2） 2024年世界競争力ランキング
国名

シンガポール

スイス

デンマーク

アイルランド

香港

スウェーデン

UAE

台湾

オランダ

ノルウェー

日本

順位
1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

38位
・・・
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海外企業の九州進出について説明する才田所長セミナー会場の様子

左から台北駐在員事務所 才田所長、シンガポール駐在員事務所 花森所長、香港駐
在員事務所 稲冨所長、ホーチミン駐在員事務所 吉永所長、バンコク駐在員事務所 
山本所長、上海駐在員事務所 西村所長（現・国際線ターミナル支店長）、大連駐在員
事務所 益野所長

企業交流会の様子

　本
セ
ミ
ナ
ー
は
、F
F
G
の
ア
ジ
ア

7
拠
点（
大
連
・
上
海
・
香
港
・
台
北・

ホ
ー
チ
ミ
ン
・
バ
ン
コ
ク
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
）の
海
外
駐
在
員
事
務
所
長

が
一
同
に
会
し
、第
一
部
で
は
1
6
7

名（
会
場
92
名
、オ
ン
ラ
イ
ン
75
名
）の

お
客
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
、各
所

長
が
現
地
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
海

外
進
出
サ
ポ
ー
ト
事
例
等
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　第
二
部
で
は
、参
加
企
業
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、海
外
駐

在
員
事
務
所
長
と
現
地
の
話
や
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
の
話
で
盛
り
上
が
り
、ア
ジ

ア
の
市
場
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。ま
た
、参
加
者
か
ら
は
国

内
に
い
な
が
ら
各
国
の
情
勢
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
」な

ど
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　F
F
G
は
、今
後
も
お
客
さ
ま
の

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
課
題
解
決

や
事
業
拡
大
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、

お
客
さ
ま
の
価
値
向
上
、地
域
経
済

の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

Topics of the month

お客さま向けセミナー
 『第11回 海外駐在員が語る
 「アジアの“今”」』を開催しました！
FFGは、2024年9月18日（水）に西鉄グランドホテルにおいて、
お客さま向けのセミナー『第11回 海外駐在員が語る「アジアの“今”」』を開催しました。

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

Profile 福岡県北九州市出身。1998
年福岡銀行入行。門司支店を皮切りに
箱崎、戸畑、総務広報部、宮崎、柳川支
店で勤務。2017年バンコク駐在員事務
所所長。2018年から大牟田、香椎支店
の副支店長を務めたのち、2022年10月
から現職。趣味で2019年11月から3年
7カ月かけて「日本100名城」「続日本
100名城」掲載の200城を踏破。公益
財団法人 日本城郭協会から登城認定
を受ける。

お城巡りが趣味の中野支店長が実際に行った日本全国のお城を紹介

【住所】兵庫県豊岡市出石町 【電話】0796-52-4806 （但馬國出石観光協会）

２０２２年６月登城。ちょうどお昼で「出石皿そば」を堪能（写
真①）。山の麓に立派な「出石城（写真②）」があるにも関わ
らず、なぜか山頂にある詰城の「有子山城」もセット登録…。
標高321mと甘く見ていたが険しい山道の連続（写真③）。
山頂からの景色は雄大（写真④）。

２０１９年１１月登城、２０２２年７月再登城。１回目は
夕方到着であったため資料館でスタンプ押印と記念
撮影（写真⑨）。近江牛を堪能（写真⑩）し、琵琶湖
湖畔で朝焼けを眺める（写真⑪）。２回目は早朝から
石畳の山道を登って天主閣へ。ここ安土城だけ天守
ではなく天主と呼ばれている（写真⑫）。

福岡銀行 添田支店

中野 実 支店長
なかの みのる

②①

近畿編Vol.3

滋賀
京都

和歌山

大阪

三重

奈
良

兵庫

私がご案内
します！

いずしじょう ありこやまじょう

登山道を登ると絶景

出石城・有子山城1

【住所】兵庫県朝来市和田山町竹田古城山169
【電話】079-674-2120（情報館 天空の城）

２０１９年１１月登城、２０２３年１１月再登城。ちょ
うどイベント開催中で、城跡をバックにコスプレイ
ヤーを撮影（写真⑦）。２回目では早朝５時から隣りの「立雲峡」
に登り、雲海（シーズン１０～１１月）を見ようと試みるも発生せず
（写真⑧）。何日か滞在できる日程で根気強くリベンジしたい。

たけだじょう

日本のマチュピチュ

竹田城3

【住所】滋賀県近江八幡市
　　　安土町下豊浦
【電話】0748-46-6594（安土城受付）

あづちじょう

近世城郭の先駆け

安土城4

２０１９年11月登城、２０２３年
11月再登城。両日とも秋空と
天候に恵まれ、別名「白鷺城」
と言う名の通り綺麗（写真⑤）。
２回目は隣りの「好古園」で紅
葉（写真⑥）、その後、市内散策
を行うなど余裕もあったが、外国
人観光客の多さに驚かされる。

【住所】兵庫県姫路市本町68
【電話】079-285-1146
　　　（姫路城管理事務所）

ひめじじょう

世界文化遺産・国宝

姫路城2

日本100名城
No.51

日本100名城
No.56

日本100名城
No.59

続日本100名城
No.162

③ ④

⑤

⑥

⑨

⑦

⑧

⑩

⑪ ⑫

1
3

2
4

りつうんきょう

こうこえん

「日本100名城®」は公益財団
法人 日本城郭協会が2006
年に定めた日本の名城100
選です。現在は「続日本100
名城」も選定されています。

公益財団法人 日本城郭協会
ホームページ

但馬國出石観光協会
ホームページ

竹田城ホームページ

姫路城ホームページ

安土城ホームページ

※本ページの掲載内容は訪問当時のものです。 ※「日本100名城」は公益財団法人 日本城郭協会が定めた呼称です。

お城巡り
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海外企業の九州進出について説明する才田所長セミナー会場の様子

左から台北駐在員事務所 才田所長、シンガポール駐在員事務所 花森所長、香港駐
在員事務所 稲冨所長、ホーチミン駐在員事務所 吉永所長、バンコク駐在員事務所 
山本所長、上海駐在員事務所 西村所長（現・国際線ターミナル支店長）、大連駐在員
事務所 益野所長
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Topics of the month

お客さま向けセミナー
 『第11回 海外駐在員が語る
 「アジアの“今”」』を開催しました！
FFGは、2024年9月18日（水）に西鉄グランドホテルにおいて、
お客さま向けのセミナー『第11回 海外駐在員が語る「アジアの“今”」』を開催しました。

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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Profile 福岡県北九州市出身。1998
年福岡銀行入行。門司支店を皮切りに
箱崎、戸畑、総務広報部、宮崎、柳川支
店で勤務。2017年バンコク駐在員事務
所所長。2018年から大牟田、香椎支店
の副支店長を務めたのち、2022年10月
から現職。趣味で2019年11月から3年
7カ月かけて「日本100名城」「続日本
100名城」掲載の200城を踏破。公益
財団法人 日本城郭協会から登城認定
を受ける。

お城巡りが趣味の中野支店長が実際に行った日本全国のお城を紹介

【住所】兵庫県豊岡市出石町 【電話】0796-52-4806 （但馬國出石観光協会）

２０２２年６月登城。ちょうどお昼で「出石皿そば」を堪能（写
真①）。山の麓に立派な「出石城（写真②）」があるにも関わ
らず、なぜか山頂にある詰城の「有子山城」もセット登録…。
標高321mと甘く見ていたが険しい山道の連続（写真③）。
山頂からの景色は雄大（写真④）。

２０１９年１１月登城、２０２２年７月再登城。１回目は
夕方到着であったため資料館でスタンプ押印と記念
撮影（写真⑨）。近江牛を堪能（写真⑩）し、琵琶湖
湖畔で朝焼けを眺める（写真⑪）。２回目は早朝から
石畳の山道を登って天主閣へ。ここ安土城だけ天守
ではなく天主と呼ばれている（写真⑫）。

福岡銀行 添田支店

中野 実 支店長
なかの みのる

②①

近畿編Vol.3

滋賀
京都

和歌山

大阪

三重

奈
良

兵庫

私がご案内
します！

いずしじょう ありこやまじょう

登山道を登ると絶景

出石城・有子山城1

【住所】兵庫県朝来市和田山町竹田古城山169
【電話】079-674-2120（情報館 天空の城）

２０１９年１１月登城、２０２３年１１月再登城。ちょ
うどイベント開催中で、城跡をバックにコスプレイ
ヤーを撮影（写真⑦）。２回目では早朝５時から隣りの「立雲峡」
に登り、雲海（シーズン１０～１１月）を見ようと試みるも発生せず
（写真⑧）。何日か滞在できる日程で根気強くリベンジしたい。

たけだじょう

日本のマチュピチュ

竹田城3

【住所】滋賀県近江八幡市
　　　安土町下豊浦
【電話】0748-46-6594（安土城受付）

あづちじょう

近世城郭の先駆け

安土城4

２０１９年11月登城、２０２３年
11月再登城。両日とも秋空と
天候に恵まれ、別名「白鷺城」
と言う名の通り綺麗（写真⑤）。
２回目は隣りの「好古園」で紅
葉（写真⑥）、その後、市内散策
を行うなど余裕もあったが、外国
人観光客の多さに驚かされる。

【住所】兵庫県姫路市本町68
【電話】079-285-1146
　　　（姫路城管理事務所）

ひめじじょう

世界文化遺産・国宝

姫路城2

日本100名城
No.51

日本100名城
No.56

日本100名城
No.59

続日本100名城
No.162

③ ④

⑤

⑥

⑨

⑦

⑧

⑩

⑪ ⑫

1
3

2
4

りつうんきょう

こうこえん

「日本100名城®」は公益財団
法人 日本城郭協会が2006
年に定めた日本の名城100
選です。現在は「続日本100
名城」も選定されています。

公益財団法人 日本城郭協会
ホームページ

但馬國出石観光協会
ホームページ

竹田城ホームページ

姫路城ホームページ

安土城ホームページ

※本ページの掲載内容は訪問当時のものです。 ※「日本100名城」は公益財団法人 日本城郭協会が定めた呼称です。

お城巡り
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講師プロフィール

2日でマスター！
～新人からベテランまで、
　すぐに使える令和のビジネスマナー～

信頼＆好感度アップ！電話応対・
ビジネスメール＆来客応対・
訪問マナーの心得 実践セミナー

「人のちからは大きな価値を生む」をモットーに、組織内のコミュニケーションや接遇品質の改善と医療接遇など、人の可能性を
引き出し活かす育成研修、職場の人材育成体制構築のコンサルティングをはじめ、大学でキャリア講義を行う。様々な業種およ
び求める人材像と期待する成果に焦点を合わせた、サポートが強み。若手・中堅層の育成、接遇マナー研修を中心に多数登壇、
接客応対コンクール審査員の経験も持つ。
前職は大手航空会社グランドスタッフとして約17年勤務。VIPやクレーム対応はじめ責任者としての実務、組織内マネジメント
や接客サービス面の品質管理、教育イントラクターとして10年以上従事する。
また、空港立ち上げに携わり、業務手順や組織内人材育成などを一から構築することの大変さと経験以上の役割を求められ、
周囲と協力しながら必死で乗り越えた経験は今に生きている。

環境やコミュニケーションツールの変化に伴い、多様な価値観や年齢層の中で信頼関係やビジネスの成功を築くため
には、相手や状況に合わせたビジネスマナーが不可欠であり、同時に時代と共にビジネスマナーも少しずつ変化してい
ます。このセミナーでは、電話応対・ビジネスメールのやり取り、来客応対・訪問時のマナー（オンラインを含む）を様々
なシチュエーションで実践し、社内外での対応力・気くばりの気持ちを備えた人材力の向上を目指します。通常のビジネ
スシーンはもちろん、年末年始の挨拶など、対面セミナーだからこそすぐに活用できる内容の2日間です！

Office y Quality  代表 池松 由紀氏

イ ケ マ ツ ユ 　 キ

・ビジネスマナーの基本姿勢 ～プロとしての印象管理術～
　＊表情／挨拶／態度／身だしなみを総点検　＊名刺交換 
・好印象を与える来客応対 
　＊席次　＊ご案内　＊茶菓応対　＊お見送り
・好印象を与える訪問マナー ～スマートな振舞い力を身につける～
　＊面談中の留意点　＊お茶のいただき方、手土産の渡し方など 
・オンラインマナーの基本と留意点 

2024/12/17（火）

DAY 2 来客・訪問 / オンラインマナー

13：00～17：30
福岡会場 福岡銀行本店4階セミナールーム

福岡市中央区天神2-13-1 定員
32名

・ビジネスマナーの本質と重要性
・ビジネス敬語と言葉づかい ～心づかいを表現する～
・信頼感を与える電話応対 ～声のみのコミュニケーションをワンランクアップ～
　＊基本を総点検（うなずき／相づち）　＊シチュエーション別実践（基本・ご意見／クレーム対応など）
・信頼されるビジネスメールの基本 ～心づかいを表現する～
　＊伝わるビジネスメールのコツ　＊心づかいが伝わるプラスαの表現　＊事例別作成

2024/12/6（金）

DAY 1 電話応対 / ビジネスメール

10：00～17：00
福岡会場 福岡銀行本店4階セミナールーム

福岡市中央区天神2-13-1 定員
32名

※メール作成演習時に、ご自身のパソコンを使用いただくことも可能です。

※ご記入いただきました情報は、FFG経営者クラブ、福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行、FFGビジネスコンサ
ルティング、Office ｙ Qualityにおいて、本セミナーの円滑な運営のためにのみ利用させていただきます。

※セミナーの録音、録画は固くお断りいたします。
※セミナーへのご参加が不適当と判断した場合には、セミナーへのご参加をお断りする場合がございます。
※DAY1にご参加の方は各自昼食をご用意ください。

□お申込責任者さまへ電子メールにて受講票をお送りいたします。当日、受付まで必ずご持参いただき、ご
提出ください。

□当日は講義開始の30分前より受付を開始いたします。
□キャンセル・ご変更の場合は、必ずFFG経営者クラブ運営事務局（092-723-2241）までご連絡ください。
□体調がすぐれない場合は、ご参加をお控えください。

お申込み方法
1.下記URLか右記の二次元バーコードよりアクセスの上、該当のセミナーの
　フォームからお申込みください。
https://www.ffgbc.com/seminar/
2.セミナー開催までにお申込み責任者様に「ご案内メール」をお送りします。

上記お申込みが難しい場合は、電子メールでもお受付しております。
電子メール 送信先：

対象者 若手・中堅社員、ビジネスマナーを学びなおしたい方

セミナー終了後、請求書をお送りいたしますので、指定口座へお振込みください。

株式会社ビジネスコンサルティング
〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1　TEL 092-723-2244　FAX 092-721-9258

各日 32名

【2日間セット受講料】
FFG経営者クラブ会員：22,000円（税込）　会員以外：33,000円（税込）

【1日のみ参加の場合の受講料】
FFG経営者クラブ会員：13,200円（税込）　会員以外：16,500円（税込）

受講料

受講料の
支払方法

お問合せ
申込先

定員

ffgkcj@ffgbc.com（FFG経営者クラブ事務局）

●国家資格キャリアコンサルタント
●特定非営利活動法人日本キャリア開発協会認定 CDA　
●日本マナー・プロトコール協会講師養成講座修了

●ポジティブサイコロジースクール認定
　レジリエンストレーナー
●裏千家茶道講師　茶名 宗由

ご留意
事項

ご注意
事項
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ffgkcj@ffgbc.com（FFG経営者クラブ事務局）

●国家資格キャリアコンサルタント
●特定非営利活動法人日本キャリア開発協会認定 CDA　
●日本マナー・プロトコール協会講師養成講座修了

●ポジティブサイコロジースクール認定
　レジリエンストレーナー
●裏千家茶道講師　茶名 宗由

ご留意
事項

ご注意
事項



　
福
岡
中
央
銀
行
が
主
催
す
る「
福

中
銀
元
気
塾
」は
、お
取
引
先
企
業
の

二
代
目
・
三
代
目
の
方
を
中
心
と
し
た

若
手
経
営
者
、及
び
事
業
承
継
予
定

者
、若
手
創
業
者
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
開
催
の
１
部
で
は
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
出

身
で
あ
る
、経
済
産
業
省
の
河
﨑
幸

徳
氏
よ
り「
Ｉ
Ｔ
化
、デ
ジ
タ
ル
化
か

ら
Ｄ
Ｘ
へ
」と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
Ｄ
Ｘ
化
を

検
討
し
た
い
」と
い
う
意
欲
的
な
コ
メ

ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
部
の
懇
親
会
で
は
参
加
者

１
２
４
名
と
当
行
役
職
員
46
名
の
計

１
７
０
名
が
交
流
を
図
り
、盛
会
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

「第13回 福中銀元気塾」を開催しました！ 
2024年9月10日（火）、福岡中央銀行は「ホテルニューオータニ博多」にて、
経済産業省 情報技術利用促進課の河﨑幸徳氏をお招きし、
「第13回 福中銀元気塾」を開催しました。

■「福中銀元気塾」についてのお問合せ先
　福岡中央銀行 ソリューション営業部
　TEL：092-751-4532 

Topics of the month

2部の懇親会で親睦を深める参加者

経済産業省 河﨑氏による講演の様子

1部の講演会で 熱心に聞き入る参加者

荒木頭取による開会挨拶

かわ さき　ゆき のり

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup中

村 

洋
二

銀
行
員
の
中
村
洋
二
さ
ん
は
毎
週
土
曜
日
、福
岡
市
南
区
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
三
宅
ダ
ン
ク
ス
」で
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
。バ
ス
ケ
の
元
国
体
選
手
で
も
あ
る
中
村
さ
ん
に
、

バ
ス
ケ
へ
の
思
い
と
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
る
意
義
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

1985年4月17日生まれ、現在39歳。福岡県朝倉市出身。
小学4年時に地元のミニバスケットチームに入団。久留米にある
祐誠高等学校へバスケ特待生として進学し、その後、九州産業
大学バスケ部で活躍。2008年に福岡中央銀行へ入行し、
その傍ら国体選手としても実績を重ねる。甘木支店、久留米
支店、大橋支店、本店営業部を経て、現在は鶴田支店で3年目
を迎える。現職は支店長代理として、総合営業を担当し、部下の
指導・育成にも力を注ぐ。

NAKAMURA Yoji

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
チ
」

福
岡
中
央
銀
行

FFGグループ内で活躍する実業団や
社会人チーム、部活動、個人スポーツ

活動を紹介するコーナーです

FFG
Victory
Road
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岡
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催
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、デ
ジ
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化
か

ら
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」と
題
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て
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演
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た
だ
き

ま
し
た
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加
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は「
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化
を
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し
た
い
」と
い
う
意
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的
な
コ
メ
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が
多
く
寄
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ま
し
た
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ま
た
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部
の
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親
会
で
は
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加
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１
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名
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行
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員
46
名
の
計

１
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名
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流
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図
り
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会
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う
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に
終
わ
り
ま
し
た
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経済産業省 情報技術利用促進課の河﨑幸徳氏をお招きし、
「第13回 福中銀元気塾」を開催しました。

■「福中銀元気塾」についてのお問合せ先
　福岡中央銀行 ソリューション営業部
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2部の懇親会で親睦を深める参加者

経済産業省 河﨑氏による講演の様子

1部の講演会で 熱心に聞き入る参加者
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かわ さき　ゆき のり

今
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も
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に
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を
教
え
る
意
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に
つ
い
て
話
を
伺
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た
。

1985年4月17日生まれ、現在39歳。福岡県朝倉市出身。
小学4年時に地元のミニバスケットチームに入団。久留米にある
祐誠高等学校へバスケ特待生として進学し、その後、九州産業
大学バスケ部で活躍。2008年に福岡中央銀行へ入行し、
その傍ら国体選手としても実績を重ねる。甘木支店、久留米
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を迎える。現職は支店長代理として、総合営業を担当し、部下の
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「
バ
ス
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ル
コ
ー
チ
」
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福岡中央銀行 鶴田支店
住所：福岡市南区鶴田2丁目22-5

国体選手時代の中村さん。ポジションはチームの司令塔
ポイントガード

中村さんがコーチを務める小学生女子チーム「三宅ダンクス」の練習風景。撮影は7月の猛暑日だったが、小学校の体育館は冷房がなく、みんな汗だくで練習に励んでいた

取材日に練習に来ていた「三宅ダンクス」のメンバーで記念撮影

　
福
岡
中
央
銀
行
の
銀
行
員 

中
村
洋
二

さ
ん
は
、毎
週
土
曜
日
、地
域
の
小
学
生

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
て
い
る
。

　
中
村
さ
ん
は
福
岡
県
朝
倉
市（
甘
木
）

出
身
。小
学
４
年
生
の
時
に
、二
人
の
姉
が

入
っ
て
い
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
に
入
団

し
た
。「
ち
ょ
う
ど『
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ 

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
』

の
ア
ニ
メ
放
送
が
始
ま
っ
た
時
期
で
、世
の

中
が
バ
ス
ケ
ブ
ー
ム
で
し
た
」

　
中
学
は
バ
ス
ケ
部
で
活
躍
し
、バ
ス
ケ
の

特
待
生
と
し
て

ゆ
う
せ
い

祐
誠
高
等
学
校
へ
進
学
。

甘
木
か
ら
久
留
米
の
学
校
に
通
う
た
め
、

朝
は
６
時
過
ぎ
に
家
を
出
て
、夜
の
９
、10

時
に
家
に
帰
る
生
活
を
３
年
間
送
っ
た
。

　
大
学
は
九
州
産
業
大
学
の
バ
ス
ケ
部
に

進
み
、４
年
間
の
寮
生
活
を
送
る
。

「
九
州
産
業
大
学
バ
ス
ケ
部
は
全
国
大
会

出
場
常
連
校
で
練
習
が
き
つ
か
っ
た
で

す
。同
級
生
は
全
員
、高
校
時
代 

全
国
大

会
に
出
場
す
る
く
ら
い
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た

の
で
、試
合
出
場
ま
で
の
一
年
間
、練
習
は

人
の
倍
し
ま
し
た
。だ
か
ら
少
し
ず
つ
試

合
に
ス
タ
メ
ン
と
し
て
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
」

「
大
学
４
年
生
の
時
、社
会
人
と
一
緒
に

福
岡
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
国
体
に
出

場
し
ま
し
た
。そ
の
時
、社
会
人
に
な
っ
て

も
バ
ス
ケ
を
続
け
、福
岡
県
代
表
と
し
て

国
体
に
出
場
す
る
道
も
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
」

　
大
学
４
年
時
は
12
月
ま
で
試
合
に
出

場
し
、就
職
活
動
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
。「
福
岡
中
央
銀
行
は
10
月
に

後
期
の
採
用
試
験
が
あ
り
、そ
こ
で
内
定

を
獲
得
し
ま
し
た
」

　
入
行
後
、３
、４
年
は
バ
ス
ケ
と
仕
事
を

両
立
し
て
い
た
が
、次
第
に
仕
事
が
忙
し

く
な
っ
た
。さ
ら
に
結
婚
や
子
育
て
な
ど

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
重
な
り
、

徐
々
に
バ
ス
ケ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
折
、小
学
生
に
な
っ
た
娘
た
ち
が

地
域
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム「
三
宅
ダ
ン
ク
ス
」

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
は
じ
め
は
娘
た
ち
も
楽
し
く
通
っ
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ー
チ
が
急
に
辞
め
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
」

　
20
年
以
上
前
か
ら
あ
る
地
域
の
チ
ー
ム

だ
が
、次
の
コ
ー
チ
が
見
つ
か
ら
ず
、解
散
の

危
機
に
瀕
し
た
。そ
こ
で
、中
村
さ
ん
は
自

ら
手
を
挙
げ
て
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
た
。

「
大
学
で
教
員
資
格
を
と
り
ま
し
た
が
、

　
福
岡
中
央
銀
行
入
行
後
、甘
木
支
店

に
配
属
。「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、福

岡
市
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
に
入
り
、バ
ス
ケ
を

続
け
ま
し
た
。仕
事
と
の
両
立
は
、入
行

１
〜
２
年
目
が
一
番
き
つ
か
っ
た
で
す
。火

曜
と
金
曜
の
夜
が
練
習
日
で
、業
後
に
福

岡
市
内
ま
で
行
っ
て
練
習
し
て
、深
夜
に

家
に
戻
る
と
い
う
厳
し
い
生
活
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
努
力
が
実
り
、国
体
で
は

最
高
で
チ
ー
ム
５
位
に
入
り
ま
し
た
」

教
育
実
習
で
教
え
る
難
し
さ
を
知
っ
て
い

た
の
で
、コ
ー
チ
の
道
は
正
直
な
と
こ
ろ
、

全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
こ
う
し
て
息
を
吹
き
返
し
た
小
学
生

の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム「
三
宅
ダ
ン
ク
ス
」。現
在

は
男
子
約
20
人
、女
子
約
20
人
が
小
学

校
の
体
育
館
で
練
習
し
て
い
る
。中
村
さ

ん
は
小
学
生
の
女
子
チ
ー
ム
を
も
う
一
人

の
コ
ー
チ
と
２
人
体
制
で
教
え
る
。中
村

さ
ん
が
コ
ー
チ
を
引
き
継
い
で
早
３
年
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
輝
い
て
見
え
る
。

「
コ
ー
チ
と
し
て
は
、子
ど
も
た
ち
が
バ
ス

ケ
を
楽
し
く
続
け
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。そ
し
て
、全
員
が
上
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
。勝
て
る
試
合
、勝
て
な
い
試
合
に
子
ど

も
た
ち
は
一
喜
一
憂
し
ま
す
。全
力
で
喜

ん
だ
り
、悔
し
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
成

長
に
繋
が
り
ま
す
。褒
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、競
争
し
て
、努
力
は
必
ず
報
わ
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　
最
後
に
、中
村
さ
ん
に
と
っ
て
バ
ス
ケ
と

は
何
だ
ろ
う
か
。

「
バ
ス
ケ
は
人
生
の
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、バ
ス
ケ
を
全
力
で
や
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。私
の
人
生
は
バ
ス

ケ
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」

甘
木
で
育
ち
バ
ス
ケ
に

明
け
暮
れ
た
青
春
時
代

大
学
４
年
生
の
国
体
出
場
で

卒
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に

地
域
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
の

存
続
の
危
機
に
立
ち
上
が
る

バ
ス
ケ
の
経
験
を

成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
!

にこやかな表情で指導する中村さん

中村さんを全力応援! 福岡中央銀行 鶴田支店の皆さん。「当店はバスケでいうならスーパーエース揃いの
スーパーチームです!」（渡邉支店長、前列右端）

がんばれ～!
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福岡中央銀行 鶴田支店
住所：福岡市南区鶴田2丁目22-5
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取材日に練習に来ていた「三宅ダンクス」のメンバーで記念撮影
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で
す
」

「
大
学
４
年
生
の
時
、社
会
人
と
一
緒
に

福
岡
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
国
体
に
出

場
し
ま
し
た
。そ
の
時
、社
会
人
に
な
っ
て

も
バ
ス
ケ
を
続
け
、福
岡
県
代
表
と
し
て

国
体
に
出
場
す
る
道
も
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
」

　
大
学
４
年
時
は
12
月
ま
で
試
合
に
出

場
し
、就
職
活
動
が
あ
ま
り
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
。「
福
岡
中
央
銀
行
は
10
月
に

後
期
の
採
用
試
験
が
あ
り
、そ
こ
で
内
定

を
獲
得
し
ま
し
た
」

　
入
行
後
、３
、４
年
は
バ
ス
ケ
と
仕
事
を

両
立
し
て
い
た
が
、次
第
に
仕
事
が
忙
し

く
な
っ
た
。さ
ら
に
結
婚
や
子
育
て
な
ど

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
重
な
り
、

徐
々
に
バ
ス
ケ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
折
、小
学
生
に
な
っ
た
娘
た
ち
が

地
域
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム「
三
宅
ダ
ン
ク
ス
」

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
は
じ
め
は
娘
た
ち
も
楽
し
く
通
っ
て
い

た
の
で
す
が
、コ
ー
チ
が
急
に
辞
め
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
」

　
20
年
以
上
前
か
ら
あ
る
地
域
の
チ
ー
ム

だ
が
、次
の
コ
ー
チ
が
見
つ
か
ら
ず
、解
散
の

危
機
に
瀕
し
た
。そ
こ
で
、中
村
さ
ん
は
自

ら
手
を
挙
げ
て
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
た
。

「
大
学
で
教
員
資
格
を
と
り
ま
し
た
が
、

　
福
岡
中
央
銀
行
入
行
後
、甘
木
支
店

に
配
属
。「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、福

岡
市
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
に
入
り
、バ
ス
ケ
を

続
け
ま
し
た
。仕
事
と
の
両
立
は
、入
行

１
〜
２
年
目
が
一
番
き
つ
か
っ
た
で
す
。火

曜
と
金
曜
の
夜
が
練
習
日
で
、業
後
に
福

岡
市
内
ま
で
行
っ
て
練
習
し
て
、深
夜
に

家
に
戻
る
と
い
う
厳
し
い
生
活
で
し
た
。

し
か
し
、そ
の
努
力
が
実
り
、国
体
で
は

最
高
で
チ
ー
ム
５
位
に
入
り
ま
し
た
」

教
育
実
習
で
教
え
る
難
し
さ
を
知
っ
て
い

た
の
で
、コ
ー
チ
の
道
は
正
直
な
と
こ
ろ
、

全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
こ
う
し
て
息
を
吹
き
返
し
た
小
学
生

の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム「
三
宅
ダ
ン
ク
ス
」。現
在

は
男
子
約
20
人
、女
子
約
20
人
が
小
学

校
の
体
育
館
で
練
習
し
て
い
る
。中
村
さ

ん
は
小
学
生
の
女
子
チ
ー
ム
を
も
う
一
人

の
コ
ー
チ
と
２
人
体
制
で
教
え
る
。中
村

さ
ん
が
コ
ー
チ
を
引
き
継
い
で
早
３
年
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
輝
い
て
見
え
る
。

「
コ
ー
チ
と
し
て
は
、子
ど
も
た
ち
が
バ
ス

ケ
を
楽
し
く
続
け
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。そ
し
て
、全
員
が
上
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
。勝
て
る
試
合
、勝
て
な
い
試
合
に
子
ど

も
た
ち
は
一
喜
一
憂
し
ま
す
。全
力
で
喜

ん
だ
り
、悔
し
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
成

長
に
繋
が
り
ま
す
。褒
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、競
争
し
て
、努
力
は
必
ず
報
わ
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　
最
後
に
、中
村
さ
ん
に
と
っ
て
バ
ス
ケ
と

は
何
だ
ろ
う
か
。

「
バ
ス
ケ
は
人
生
の
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、バ
ス
ケ
を
全
力
で
や
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。私
の
人
生
は
バ
ス

ケ
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」

甘
木
で
育
ち
バ
ス
ケ
に

明
け
暮
れ
た
青
春
時
代

大
学
４
年
生
の
国
体
出
場
で

卒
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に

地
域
の
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
の

存
続
の
危
機
に
立
ち
上
が
る

バ
ス
ケ
の
経
験
を

成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
!

にこやかな表情で指導する中村さん

中村さんを全力応援! 福岡中央銀行 鶴田支店の皆さん。「当店はバスケでいうならスーパーエース揃いの
スーパーチームです!」（渡邉支店長、前列右端）

がんばれ～!
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長崎だより

は
じ
め
に

　
の
ん
び
り
山
代
表
の
森
山
で
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、生
姜
、マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン

を
小
長
井
町
と
佐
賀
県
太
良
町
で
農
薬

を
使
用
せ
ず
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
4
月
に
新
規
就
農
し
て

農
家
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
か
ら
妻
も
仕
事
を
辞
め
て

運
営
に
加
わ
り
、小
長
井
町
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
摘
み
と
り
の
観
光
農
園
を
オ
ー
プ
ン
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
と
り
園
と
直
販

が
経
営
の
軸
と
な
って
い
ま
す
。

　山
暮
ら
し
に
触
れ
る

　　
私
は
長
崎
市
出
身
で
思
案
橋
ま
で
歩

い
て
い
け
る
ア
パ
ー
ト
で
育
ち
ま
し
た
。

音
楽
家
を
目
指
し
て
20
歳
の
と
き
に
上

京
し
て
、様
々
な
職
を
経
験
し
な
が
ら
音

楽
活
動
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。２
枚
の

C
D
を
リ
リ
ー
ス
し
た
後
に
方
向
性
に
迷

い
が
生
じ
、活
動
休
止
。そ
の
頃
に
妻
の

夏
美
さ
ん
と
出
会
い
、2
0
0
8
年
に
結

婚
し
ま
し
た
。夏
美
さ
ん
は
長
野
県
の
標

高
1
2
0
0
m
に
あ
る
原
村
と
い
う
八
ヶ

岳
の
麓
の
出
身
で
、実
家
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

経
営
す
る
6
人
兄
弟
の
長
女
。

　
長
崎
の
街
と
東
京
の
街
の
暮
ら
し
し

か
知
ら
な
か
っ
た
私
は
夏
美
さ
ん
の
実
家

を
訪
れ
、山
間
部
で
の
暮
ら
し
に
初
め
て

触
れ
た
と
き
に
、「
こ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ

た
ん
だ
」と
自
分
が
経
験
し
て
き
た
暮
ら

し
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
不
思
議
な

気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。夜
に
な
る
と
薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て

皆
で
暖
を
と
り
、白
い
息
を
吐
き
な
が
ら

満
天
の
星
空
を
眺
め
る
。と
て
も
静
か
で

空
気
と
水
が
冷
た
く
て
美
味
し
い
。私
が

知
っ
て
い
る
ネ
オ
ン
が
光
る
街
の
暮
ら
し

と
は
全
く
異
な
っ
た
家
族
の
時
間
が
そ
こ

に
は
流
れ
て
い
ま
し
た
。

移
住
を
決
意

　　
音
楽
活
動
を
休
止
し
て
か
ら
の
東
京

暮
ら
し
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
業
を
経
験

し
、最
後
は
B
A
R
の
店
長
を
し
な
が
ら

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、主
催
す
る
日
々

で
し
た
。魅
力
あ
る
友
人
達
に
囲
ま
れ
て

充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、慌
た
だ
し
く
流

さ
れ
て
い
く
よ
う
な
日
々
に
疑
問
を
覚
え

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
度
き

り
の
人
生
だ
っ
た
ら
、も
っ
と
自
然
に
囲
ま

れ
て
、自
分
の
時
間
を
大
切
に
で
き
る
暮

ら
し
を
し
た
い
！
と
考
え
が
膨
ら
ん
で
き

た
頃
、2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災
が

お
き
ま
し
た
。あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た

出
来
事
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
暮
ら

し
を
変
え
る
べ
く
移
住
を
決
意
し
ま
し

た
。ま
ず
は
地
元
の
長
崎
市
に
U
タ
ー
ン

し
、農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
し
て
暮
ら

い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
グ
に
挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
名
の
方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
者
に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

知らなかった山暮らし
のんびり山　代表　森山 誠

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。

 

Profile

1978年　長崎県長崎市生まれ
1998年　音楽家を目指し上京
2012年　長崎市にUターン
2014年　佐賀県太良町の山間部に移住、ホテルの立ち上げを経験
2017年　新規就農
2018年　ブルーベリー摘みとり園のんびり山を開業
2020年　山の中のゲストハウスオープン

のんびり山　代表　森山 誠
　

長
崎
だより
長崎の情報を

お届けします

　FFG調査月報の姉妹誌「ながさき経済」を発刊している、ふくおかフィナンシャル
グループの長崎経済研究所。長崎の旬な情報を提供するコーナー「長崎だより」の
今月号は、のんびり山　代表　森山 誠様より『知らなかった山暮らし』と題し寄稿
していただきました。

　当研究所が発信する最新の情報をメールで
お届けします。　
　メールマガジンの登録はこちら▶

長崎経済研究所による「ながさき経済web」随時更新中！

お問い合わせ

株式会社長崎経済研究所
長崎市銅座町1番11号
十八親和銀行本店内
ＴＥＬ095-828-8859

長崎経済研究所とは
　長崎県の経済・社会・産業動向などに関する調査研究及び企業経営や県民の生活のお役に立つ情報
をご提供するとともに、各種経済・文化団体の事務局活動等を通じて、地域社会に貢献することを目指
しております。

ながさき経済web画面
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長崎だより

は
じ
め
に

　
の
ん
び
り
山
代
表
の
森
山
で
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、生
姜
、マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン

を
小
長
井
町
と
佐
賀
県
太
良
町
で
農
薬

を
使
用
せ
ず
に
栽
培
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て
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
4
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に
新
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就
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し
て
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家
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
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年
か
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も
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め
て

運
営
に
加
わ
り
、小
長
井
町
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
摘
み
と
り
の
観
光
農
園
を
オ
ー
プ
ン
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
と
り
園
と
直
販

が
経
営
の
軸
と
な
って
い
ま
す
。

　山
暮
ら
し
に
触
れ
る

　　
私
は
長
崎
市
出
身
で
思
案
橋
ま
で
歩

い
て
い
け
る
ア
パ
ー
ト
で
育
ち
ま
し
た
。

音
楽
家
を
目
指
し
て
20
歳
の
と
き
に
上

京
し
て
、様
々
な
職
を
経
験
し
な
が
ら
音

楽
活
動
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。２
枚
の

C
D
を
リ
リ
ー
ス
し
た
後
に
方
向
性
に
迷

い
が
生
じ
、活
動
休
止
。そ
の
頃
に
妻
の

夏
美
さ
ん
と
出
会
い
、2
0
0
8
年
に
結

婚
し
ま
し
た
。夏
美
さ
ん
は
長
野
県
の
標

高
1
2
0
0
m
に
あ
る
原
村
と
い
う
八
ヶ

岳
の
麓
の
出
身
で
、実
家
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

経
営
す
る
6
人
兄
弟
の
長
女
。

　
長
崎
の
街
と
東
京
の
街
の
暮
ら
し
し

か
知
ら
な
か
っ
た
私
は
夏
美
さ
ん
の
実
家

を
訪
れ
、山
間
部
で
の
暮
ら
し
に
初
め
て

触
れ
た
と
き
に
、「
こ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ

た
ん
だ
」と
自
分
が
経
験
し
て
き
た
暮
ら

し
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
に
不
思
議
な

気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。夜
に
な
る
と
薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て

皆
で
暖
を
と
り
、白
い
息
を
吐
き
な
が
ら

満
天
の
星
空
を
眺
め
る
。と
て
も
静
か
で

空
気
と
水
が
冷
た
く
て
美
味
し
い
。私
が

知
っ
て
い
る
ネ
オ
ン
が
光
る
街
の
暮
ら
し

と
は
全
く
異
な
っ
た
家
族
の
時
間
が
そ
こ

に
は
流
れ
て
い
ま
し
た
。

移
住
を
決
意

　　
音
楽
活
動
を
休
止
し
て
か
ら
の
東
京

暮
ら
し
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
業
を
経
験

し
、最
後
は
B
A
R
の
店
長
を
し
な
が
ら

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、主
催
す
る
日
々

で
し
た
。魅
力
あ
る
友
人
達
に
囲
ま
れ
て

充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、慌
た
だ
し
く
流

さ
れ
て
い
く
よ
う
な
日
々
に
疑
問
を
覚
え

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
度
き

り
の
人
生
だ
っ
た
ら
、も
っ
と
自
然
に
囲
ま

れ
て
、自
分
の
時
間
を
大
切
に
で
き
る
暮

ら
し
を
し
た
い
！
と
考
え
が
膨
ら
ん
で
き

た
頃
、2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災
が

お
き
ま
し
た
。あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た

出
来
事
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
暮
ら

し
を
変
え
る
べ
く
移
住
を
決
意
し
ま
し

た
。ま
ず
は
地
元
の
長
崎
市
に
U
タ
ー
ン

し
、農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
し
て
暮
ら

い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
グ
に
挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
名
の
方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
者
に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

知らなかった山暮らし
のんびり山　代表　森山 誠

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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お届けします
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　メールマガジンの登録はこちら▶
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お問い合わせ
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長崎市銅座町1番11号
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ＴＥＬ095-828-8859
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　長崎県の経済・社会・産業動向などに関する調査研究及び企業経営や県民の生活のお役に立つ情報
をご提供するとともに、各種経済・文化団体の事務局活動等を通じて、地域社会に貢献することを目指
しております。

ながさき経済web画面

37 FFG MONTHLY SURVEY Vol.167



長崎だより 長崎だより

のんびり山改装前

のんびり山改装前

のんびり山改装前

のんびり山店舗

のんびり山改装前

し
な
が
ら
山
間
部
の
空
き
家
を
探
し
て
い

ま
し
た
。2
年
が
過
ぎ
た
頃
に
友
人
の
紹

介
で
佐
賀
県
太
良
町
の
山
間
部
の
空
き

家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、2
0
1
4
年
か

ら
念
願
の
山
間
部
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
期
は
縁
あ
っ

て
嬉
野
温
泉
の
新
ホ
テ
ル
立
ち
上
げ
の

チ
ー
フ
と
し
て
、妻
は
保
育
園
に
常
駐
す

る
看
護
師
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。

ブル
ーベ
リ
ー
農
園
と
の
出
会
い

　　
山
に
暮
ら
し
な
が
ら
、山
を
降
り
て
仕

事
に
向
か
う
。

　
念
願
の
山
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
は
ず

が
、ホ
テ
ル
立
ち
上
げ
の
仕
事
が
忙
し
く
、

時
間
も
不
規
則
だ
っ
た
た
め
に
家
に
い
る

時
間
が
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
。古
い
空
き

家
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
、手
を
か

け
な
い
と
快
適
で
は
な
く
、冬
は
寒
い
し
、

梅
雨
時
期
に
は
カ
ビ
が
生
え
る
し
で
最
悪

で
す
。思
い
描
い
て
い
た
暮
ら
し
は
こ
ん
な

暮
ら
し
で
は
な
い
と
悩
ん
だ
り
も
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
頃
の
知
り
合
い
か
ら
連
絡
が
き

ま
す
。

　「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
に
興
味
な

い
？
　
小
長
井
町
の
知
り
合
い
が
引
き

継
ぎ
手
を
探
し
て
る
ん
だ
け
ど
。」

　
山
で
仕
事
を
し
な
が
ら
山
で
暮
ら
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
私
は
直
ぐ
に
農

園
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
1
2
0
0
坪
ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農

園
の
規
模
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、生
で

食
べ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
に
感
動
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、大
家
さ
ん
を
紹
介
し

て
も
ら
って
10
分
後
に
は「
私
が
や
り
ま

す
！
」と
握
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
農
家
に
な
る
と
決
意
し
た
日
で
す
。

翌
日
に
は
会
社
に
辞
意
を
伝
え
て
そ
の
半

年
後
に
退
社
し
ま
し
た
。

　
決
断
し
て
か
ら
色
々
と
描
い
て
い
た
こ

と
が
現
実
的
に
な
っ
て
い
き
、農
園
の
近

く
に
あ
っ
た
古
い
空
き
家
を
借
り
て
改
装

し
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
と
カ
フ
ェ
を
合
わ

せ
た
山
間
部
で
も
成
り
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

　
役
場
の
農
林
水
産
課
に
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
描
い
て
い
る
こ
と
を
徐
々
に
現

実
に
し
て
い
き
ま
す
。

○
長
崎
県
内
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
観

光
農
園
が
少
な
い
。

○
九
州
内
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
が

少
な
い
た
め
採
れ
た
て
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
少

な
い
。

○
携
帯
の
ナ
ビ
が
発
達
し
て
い
る
の
で

車
で
移
動
で
き
る
場
所
で
駐
車
場
が

あ
れ
ば
集
客
は
で
き
る
。

○
一
年
に
一
度
の
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
年
々
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き

る・・・な
ど

　　
の
ん
び
り
山
は
市
場
出
荷
を
メ
イ
ン
と

す
る
農
家
で
は
な
く
、摘
み
と
り
園
と
個

人
配
送
が
中
心
。自
分
た
ち
の
強
み
や
弱

み
を
洗
い
出
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。顧
客
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
細
か
く
考
え
て
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
選
定
や
カ
フ
ェの
メ
ニュ
ー
や
店

内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
変
え
て
い
く
。

ま
た
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
は
生
姜
と
レ
モ
ン
を
栽
培
し
て
い
て
、

各
地
の
マ
ル
シ
ェ
や
展
示
会
に
出
店
し
て

い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
グ
に
挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
名
の
方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
者
に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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のんびり山改装前

のんびり山改装前

のんびり山改装前

のんびり山店舗

のんびり山改装前

し
な
が
ら
山
間
部
の
空
き
家
を
探
し
て
い

ま
し
た
。2
年
が
過
ぎ
た
頃
に
友
人
の
紹

介
で
佐
賀
県
太
良
町
の
山
間
部
の
空
き

家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、2
0
1
4
年
か

ら
念
願
の
山
間
部
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
期
は
縁
あ
っ

て
嬉
野
温
泉
の
新
ホ
テ
ル
立
ち
上
げ
の

チ
ー
フ
と
し
て
、妻
は
保
育
園
に
常
駐
す

る
看
護
師
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し
た
。

ブル
ーベ
リ
ー
農
園
と
の
出
会
い

　　
山
に
暮
ら
し
な
が
ら
、山
を
降
り
て
仕

事
に
向
か
う
。

　
念
願
の
山
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
は
ず

が
、ホ
テ
ル
立
ち
上
げ
の
仕
事
が
忙
し
く
、

時
間
も
不
規
則
だ
っ
た
た
め
に
家
に
い
る

時
間
が
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
。古
い
空
き

家
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
、手
を
か

け
な
い
と
快
適
で
は
な
く
、冬
は
寒
い
し
、

梅
雨
時
期
に
は
カ
ビ
が
生
え
る
し
で
最
悪

で
す
。思
い
描
い
て
い
た
暮
ら
し
は
こ
ん
な

暮
ら
し
で
は
な
い
と
悩
ん
だ
り
も
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
頃
の
知
り
合
い
か
ら
連
絡
が
き

ま
す
。

　「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
に
興
味
な

い
？
　
小
長
井
町
の
知
り
合
い
が
引
き

継
ぎ
手
を
探
し
て
る
ん
だ
け
ど
。」

　
山
で
仕
事
を
し
な
が
ら
山
で
暮
ら
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
私
は
直
ぐ
に
農

園
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
1
2
0
0
坪
ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農

園
の
規
模
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、生
で

食
べ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
味
に
感
動
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、大
家
さ
ん
を
紹
介
し

て
も
ら
って
10
分
後
に
は「
私
が
や
り
ま

す
！
」と
握
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
農
家
に
な
る
と
決
意
し
た
日
で
す
。

翌
日
に
は
会
社
に
辞
意
を
伝
え
て
そ
の
半

年
後
に
退
社
し
ま
し
た
。

　
決
断
し
て
か
ら
色
々
と
描
い
て
い
た
こ

と
が
現
実
的
に
な
っ
て
い
き
、農
園
の
近

く
に
あ
っ
た
古
い
空
き
家
を
借
り
て
改
装

し
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
と
カ
フ
ェ
を
合
わ

せ
た
山
間
部
で
も
成
り
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

　
役
場
の
農
林
水
産
課
に
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
描
い
て
い
る
こ
と
を
徐
々
に
現

実
に
し
て
い
き
ま
す
。

○
長
崎
県
内
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
観

光
農
園
が
少
な
い
。

○
九
州
内
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家
が

少
な
い
た
め
採
れ
た
て
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
少

な
い
。

○
携
帯
の
ナ
ビ
が
発
達
し
て
い
る
の
で

車
で
移
動
で
き
る
場
所
で
駐
車
場
が

あ
れ
ば
集
客
は
で
き
る
。

○
一
年
に
一
度
の
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
年
々
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き

る・・・な
ど

　　
の
ん
び
り
山
は
市
場
出
荷
を
メ
イ
ン
と

す
る
農
家
で
は
な
く
、摘
み
と
り
園
と
個

人
配
送
が
中
心
。自
分
た
ち
の
強
み
や
弱

み
を
洗
い
出
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。顧
客
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
細
か
く
考
え
て
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
選
定
や
カ
フ
ェの
メ
ニュ
ー
や
店

内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
変
え
て
い
く
。

ま
た
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
は
生
姜
と
レ
モ
ン
を
栽
培
し
て
い
て
、

各
地
の
マ
ル
シ
ェ
や
展
示
会
に
出
店
し
て

い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
グ
に
挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
名
の
方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
者
に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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ブルーベリー

い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
グ
に
挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
名
の
方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
者
に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。山
で
暮
ら
し
だ
し
て
、草
刈
り
な

ど
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、色
々

と
整
っ
て
く
る
と
す
ご
く
快
適
で
年
々
心

地
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。水
と
空
気

が
綺
麗
で
、窓
か
ら
見
え
る
景
色
や
虫
の

声
は
季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
き
ま

す
。薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚
き
な
が
ら
雪
を
眺

め
て
い
る
と
自
然
と
共
に
生
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
街
暮
ら
し
と
も
田
舎
暮
ら
し
と
も
違

う
山
暮
ら
し
。そ
の
キ
ッ
カ
ケ
の
一
つ
に
な

れ
れ
ば
と
思
い
、空
き
家
を
改
装
し
た

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
山
か
ら
眺
め
る
景
色
や
、夜
の
静
け
さ

な
ど
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
こ
と
で
、

体
験
し
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
の
空
き
家
の
情
報
は
農
園
に
訪
れ

て
く
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。農
園
に
人
が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
、新
た
な

発
展
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
就
農
当
初
は
1
2
0
0
坪
だ
っ
た

農
地
を
4
0
0
0
坪
ほ
ど
に
拡
大
し
ま

し
た
。栽
培
し
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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い
ま
す
。出
店
は
労
力
を
使
い
ま
す
が
、

新
た
な
出
会
い
や
発
想
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
の
で
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
山
の
暮

ら
し
に
は
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
小
規
模
農
家
は
優
れ
た

生
産
者
で
あ
る
こ
と
、優
れ
た
経
営
者
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
、栽
培
技
術
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

も
並
行
し
て
学
ん
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い
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必
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が
あ
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と

考
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ファン
ディン
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挑
戦

　　
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
農
園
内
の
設
備
を

整
え
る
資
金
集
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、1
1
7
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方
か
ら

目
標
金
額
を
大
幅
に
超
え
る
70
万
円
以

上
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。目
標
金
額
を
超
え
ら
れ
た
の
は
、

複
数
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
経

験
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に
話
を
聞
け
た
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

細
か
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
目
的
が
明
確

に
出
来
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
た
だ
の
資

金
集
め
で
は
な
く
、新
製
品
の
市
場
調
査

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
媒

体
な
の
で
、使
い
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に
効

果
的
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、し
っ

か
り
準
備
が
出
来
て
い
な
い
と
目
標
達

成
は
難
し
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま

す
。今
後
は
経
験
者
と
し
て
新
規
利
用
者

の
相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
分
析
か
ら
見

え
る
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
山
の
今
後

　
　

　
山
間
部
は
過
疎
化
し
て
い
て
年
々
空
き

家
が
増
え
て
い
ま
す
。人
が
住
ま
な
く

な
っ
た
空
き
家
は
朽
ち
る
の
が
早
く
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
防
災
の
観
点

か
ら
し
て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

山
間
部
に
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
道
の

草
刈
り
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
、ど
ん
ど

ん
荒
れ
て
い
き
ま
す
。山
間
部
で
暮
ら
す

人
が
増
え
れ
ば
、山
の
景
観
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。山
で
暮
ら
し
だ
し
て
、草
刈
り
な

ど
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、色
々

と
整
っ
て
く
る
と
す
ご
く
快
適
で
年
々
心

地
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。水
と
空
気

が
綺
麗
で
、窓
か
ら
見
え
る
景
色
や
虫
の

声
は
季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
き
ま

す
。薪
ス
ト
ー
ブ
を
焚
き
な
が
ら
雪
を
眺

め
て
い
る
と
自
然
と
共
に
生
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
街
暮
ら
し
と
も
田
舎
暮
ら
し
と
も
違

う
山
暮
ら
し
。そ
の
キ
ッ
カ
ケ
の
一
つ
に
な

れ
れ
ば
と
思
い
、空
き
家
を
改
装
し
た

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
山
か
ら
眺
め
る
景
色
や
、夜
の
静
け
さ

な
ど
、暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
こ
と
で
、

体
験
し
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
の
空
き
家
の
情
報
は
農
園
に
訪
れ

て
く
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。農
園
に
人
が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
、新
た
な

発
展
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
就
農
当
初
は
1
2
0
0
坪
だ
っ
た

農
地
を
4
0
0
0
坪
ほ
ど
に
拡
大
し
ま

し
た
。栽
培
し
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

生
姜
、レ
モ
ン
の
品
質
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

新
た
な
品
種
、加
工
品
や
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
を
作
って
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
海
外
の
農
園

の
情
報
を
集
め
た
り
、気
に
な
る
農
園
と

は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
り
、積
極
的
に
農

業
研
修
に
参
加
し
た
り
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト

を
忘
れ
な
い
こ
と
。経
営
だ
け
で
は
な
く

接
木
な
ど
の
栽
培
技
術
を
磨
い
て
、20
年

後
に
そ
れ
が
財
産
に
な
る
よ
う
に
日
々
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摘
み
と
り
園
は
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
達
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
毎
年
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ

て
い
き
ま
す
。家
族
経
営
で
や
れ
る
と
こ

ま
で
や
ろ
う
！
が
今
の
目
標
で
す
。

最
後
に

　
移
住
希
望
者
や
農
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
に
一
つ
の
例
と
し
て
山
間
部
で
の
暮

ら
し
方
と
働
き
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
な

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
が
原
村
に
初
め
て
訪
れ
て
か
ら
実
際

に
山
間
部
で
暮
ら
し
出
す
ま
で
に
約
10
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。き
っ
と
人
生
に
は

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
の
ん
び
り
山
が
育
ん
で
い
く
山
間
部
で

の
暮
ら
し
方
が
、岐
路
に
た
っ
た
誰
か
の

背
中
を
押
せ
れ
ば
幸
せ
だ
な
と
、そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
、森
の
農
園
で

作
業
し
て
い
ま
す
。

　
何
か
と
忙
し
い
毎
日
で
も
自
分
た
ち
の

理
念
で
あ
る「
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

を
大
事
に
、良
い
顔
し
て
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。
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十八親和銀行 地域振興部 左から浜里・井上
【お問い合わせ】095-828-8150

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

FFG地方創生の
取組事例はこちら

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます

地方創生に関するお悩みをご相談ください

●観光振興
●産業振興
●教育文化芸術

●まちづくり
●エネルギー
●ヘルスケア

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ

【お問い合わせ】TEL（092）723-2254

　2
0
2
4
年
9
月
21
日
、長
崎
市
立
図
書
館
に
て
十
八

親
和
銀
行
お
よ
び
F
F
G
が
主
催
す
る「
長
崎
学
生
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
4
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、長
崎
県
の
地
域
経
済
活
性
化
を
目
指

し
、県
内
の
学
生
を
対
象
に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
発

掘
、育
成
支
援
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
成
す
る
場
と
し
て

2
0
1
8
年
か
ら
実
施
し
、今
回
で
7
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。今
回
の
応
募
数
は
過
去
最
多
の
66
組（
1
4
2

名
）に
達
し
、激
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
13
組（
42
名
）が

本
選
へ
進
出
。当
日
は
、1
0
0
名
を
超
え
る
方
々
が
会
場

に
足
を
運
び
、学
生
た
ち
の
気
持
ち
の
籠
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　本
選
で
発
表
さ
れ
た
各
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、学
生
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
地
域
課
題
の
解
決
を
自
由
な
発

想
で
独
自
に
考
え
た
も
の
で
す
。長
崎
大
学
の「Infinite 

T
H
inK
ers

」が
提
案
し
た「
放
置
竹
林
の
循
環
的
活
用
」

は
、持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
具
体
的
な
解

決
策
と
し
て
評
価
さ
れ
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
竹
害
」と
し
て
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
放
置
竹
林
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、お
皿
や
カ
ト
ラ

リ
ー
と
し
て
活
用
し
た
後
も
廃
棄
処
分
せ
ず
、竹
酢
液
や
竹

炭
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、地
域
社
会
と
環
境
に
貢

献
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、社
会
課
題
の
解
決
に
直

結
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、長
崎
総
合
科
学
大
学
の「
そ
ら
み
み
」は“

会
話
の

聞
こ
え
に
く
さ”

を
A
R
メ
ガ
ネ
で
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
の「
チ
ー
ム
キ
ャ
パ
シ
タ
」は

世
の
中
の
物
事
に
対
し
て「
多
数
派（
少
数
派
）」を
判
別
す

る
ア
プ
リ
、県
内
高
校
生
混
合
チ
ー
ム
の「A

SRL

」は
中
学

部
活
動
指
導
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
、い
ず
れ
も
準
グ

ラ
ン
プ
リ（
十
八
親
和
銀
行
賞
）を
獲
得
し
ま
し
た
。他
に
も

9
つ
の
協
賛
企
業
賞
が
授
与
さ
れ
、受
賞
者
は
審
査
員
や

協
賛
企
業
か
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　基
調
講
演
で
は
、宮
崎
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る

株
式
会
社Sm

olt

の
上
野
社
長
が
登
壇
。上
野
社
長
は
、

自
ら
の
起
業
体
験
を
も
と
に
、地
域
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
が
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
か
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、学
生
た
ち
へエ
ー
ル
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
も
十
八
親
和
銀
行
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
規
事
業
創
出
に
か
か
る
事

業
を
通
し
て
、長
崎
の
ミ
ラ
イ
を
担
う
起
業
家
た
ち
を
繋

ぎ
、革
新
と
挑
戦
の
精
神
を
育
む
架
け
橋
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちFFGは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、長崎県の地域経済活性化を目指すビジネスプランコンテストについてご紹介いたします。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

～型破りが世界を変える～「長崎学生ビジネスプランコンテスト2024」を開催しました

イ
ン
フ
ィ
ニ
ト

シ
ン
カ
ー
ズ

ス
モ
ル
ト

ア
ス
ラ
ル

「そらみみ」プレゼンの様子

グランプリ「Infinite THinKers」

「ASRL」プレゼンの様子

「チームキャパシタ」プレゼンの様子

主催者挨拶（十八親和銀行 柿本執行役員）

基調講演（株式会社Smolt 上野社長）

集合写真

募集チラシ

★

長崎県

42FFG MONTHLY SURVEY Vol.167



十八親和銀行 地域振興部 左から浜里・井上
【お問い合わせ】095-828-8150

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

FFG地方創生の
取組事例はこちら

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます

地方創生に関するお悩みをご相談ください

●観光振興
●産業振興
●教育文化芸術

●まちづくり
●エネルギー
●ヘルスケア

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ

【お問い合わせ】TEL（092）723-2254

　2
0
2
4
年
9
月
21
日
、長
崎
市
立
図
書
館
に
て
十
八

親
和
銀
行
お
よ
び
F
F
G
が
主
催
す
る「
長
崎
学
生
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
4
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、長
崎
県
の
地
域
経
済
活
性
化
を
目
指

し
、県
内
の
学
生
を
対
象
に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
発

掘
、育
成
支
援
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
成
す
る
場
と
し
て

2
0
1
8
年
か
ら
実
施
し
、今
回
で
7
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。今
回
の
応
募
数
は
過
去
最
多
の
66
組（
1
4
2

名
）に
達
し
、激
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
13
組（
42
名
）が

本
選
へ
進
出
。当
日
は
、1
0
0
名
を
超
え
る
方
々
が
会
場

に
足
を
運
び
、学
生
た
ち
の
気
持
ち
の
籠
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　本
選
で
発
表
さ
れ
た
各
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、学
生
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
地
域
課
題
の
解
決
を
自
由
な
発

想
で
独
自
に
考
え
た
も
の
で
す
。長
崎
大
学
の「Infinite 

T
H
inK
ers

」が
提
案
し
た「
放
置
竹
林
の
循
環
的
活
用
」

は
、持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
具
体
的
な
解

決
策
と
し
て
評
価
さ
れ
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
竹
害
」と
し
て
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
放
置
竹
林
を
資
源
と
し
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活
用
し
、お
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や
カ
ト
ラ

リ
ー
と
し
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活
用
し
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後
も
廃
棄
処
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、竹
酢
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や
竹
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活
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す
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で
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域
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と
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に
貢

献
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
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の
解
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に
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プ
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と
し
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や
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講
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で
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が
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ど
の
よ
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に
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で
き

る
か
に
つ
い
て
講
演
を
行
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を
送
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て

い
た
だ
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ま
し
た
。

　今
後
も
十
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和
銀
行
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
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プ
や
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
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シ
ョ
ン
に
よ
る
新
規
事
業
創
出
に
か
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る
事

業
を
通
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て
、長
崎
の
ミ
ラ
イ
を
担
う
起
業
家
た
ち
を
繋

ぎ
、革
新
と
挑
戦
の
精
神
を
育
む
架
け
橋
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちFFGは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、長崎県の地域経済活性化を目指すビジネスプランコンテストについてご紹介いたします。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

～型破りが世界を変える～「長崎学生ビジネスプランコンテスト2024」を開催しました

イ
ン
フ
ィ
ニ
ト

シ
ン
カ
ー
ズ

ス
モ
ル
ト

ア
ス
ラ
ル

「そらみみ」プレゼンの様子

グランプリ「Infinite THinKers」

「ASRL」プレゼンの様子

「チームキャパシタ」プレゼンの様子
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基調講演（株式会社Smolt 上野社長）

集合写真

募集チラシ

★

長崎県

43 FFG MONTHLY SURVEY Vol.167



頑張るあなたを
応援するコーナーです

91

九州の星
Star of Kyushu

TASHIRO YUTAKA
田代 豊
Age 17
長崎県立佐世保北高等学校
3年生

「
エコ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」で

佐
世
保
北
高
校
が
見
事
優
勝
！

　
「
第
18
回
全
国
高
校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ

選
手
権 

エコ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園 

マニュ
ラ
イ
フ
生

命
カ
ッ
プ 

全
国
大
会
」が
2
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
、長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
等
学
校
の
大

久
保 

優
樹
さ
ん
と
田
代 

豊
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝
。

今
回
、優
勝
し
た
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

―
―
「
エコ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。出
場
の
き
っ
か
け
は
？

大
久
保
　
高
校
2
年
時
の
探
究
学
習（
※
）で

地
域
学
習
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
い
た
ら
、

担
当
の
黒
﨑
先
生
か
ら「『
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子

園
』の
長
崎
大
会
が
あ
る
か
ら
出
て
み
た
ら
？
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。友
人

の
田
代
さ
ん
を
誘
っ
て
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
大
会
の
勉
強
は
大
変
で
し
た
か
？

田
代
　
大
会
の
学
習
教
材
な
ど
を
使
い
な
が

ら
、1
日
1
時
間
、金
融
経
済
の
勉
強
を
続
け

ま
し
た
。

―
―
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
感
想
を
ど
う
ぞ
。

大
久
保
　
勉
強
し
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
り

満
足
し
て
い
ま
す
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
様
で

才
能
あ
る
人
た
ち
と
交
流
で
き
、大
変
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

田
代
　
優
勝
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。全
国
か

ら
き
た
仲
間
た
ち
が
、勝
っ
た
と
き
に
は
全
力
で

喜
び
、負
け
た
時
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら
悔
し
が

る
姿
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、自
分
も
物
事
に
全

力
で
取
り
組
む
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
※
）探
究
学
習
…
…
生
徒
自
身
が
興
味
や
関
心
を
持
つ
テ
ー

マ
を
設
定
し
、そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
情
報
を
収

集
・
分
析
し
、意
見
を
交
換
し
な
が
ら
協
働
し
て
学
ぶ
学

習
活
動
。２
０
２
２
年
度
か
ら
高
校
で「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」と
し
て
本
格
的
に
導
入
。

「
国
際
経
済
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

日
本
代
表
団
で
出
場
！

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」の
副
賞
で
、二
人
は

「
国
際
経
済
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
I
E
O
）」の
出
場

権
を
選
択
。日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、7
月

22
日
か
ら
8
月
1
日
ま
で
約
2
週
間
に
わ
た
っ

て
香
港
で
開
催
さ
れ
た
I
E
O
に
出
場
し
た
。

―
―
I
E
O
出
場
で
得
た
こ
と
は
？

田
代
　
金
融
経
済
の
知
識
に
加
え
て
、大
会
は

全
て
英
語
で
行
わ
れ
る
の
で
、使
え
る
英
語
力

を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。海
外
の

人
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
た
の

で
、自
分
も
も
っ
と
積
極
的
に
話
し
か
け
て
、人

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
受
験
勉
強
と
の
両
立
は
？

大
久
保
　
参
加
者
は
大
会
前
か
ら
東
京
大
学

の
青
木
教
授
や
院
生
の
皆
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
で
経
済
学
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

I
E
O
出
場
で
夏
休
み
の
2
週
間
、受
験
勉

強
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、I
E
O
出
場
は

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
I
E
O
も
終
わ
り
、今
は
受
験
勉
強
真
っ

只
中
で
す
ね
。今
後
の
進
路
は
？

田
代
　
法
学
部
を
目
指
し
て
い
ま
す
。法
律
や

政
治
学
も
一
緒
に
学
ん
で
、自
分
の
視
野
を
も

っ
と
広
げ
た
い
で
す
。

大
久
保
　
I
E
O
で
香
港
が
抱
え
る
住
宅
不

足
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
策
を
問
わ
れ
る
課
題

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、経
済
だ
け
で
な
く
、政
治

的
特
性
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、経
済
と
政

治
の
深
い
繋
が
り
を
認
識
し
ま
し
た
。大
学
で
は

経
済
学
だ
け
で
は
な
く
、政
治
学
も
学
び
た
い

で
す
。

―
―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
二

人
の
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！▲インタビュー後に高校正門前で撮影

▲十八親和銀行 佐世保本店ビル懐霄館11階展望室にて
「国際経済オリンピック」の壮行会を開催。左端から長崎
県立佐世保北高等学校　藤原校長、大久保さん、田代さ
ん、大串常務（十八親和銀行）、黒﨑教諭

▲上下.「国際経済オリンピック」出場メンバー記念写真 ▲上下.大会は高校生に金融経済の理解を深めてもらうために認定
NPO法人金融知力普及協会が毎年開催。地方大会の長崎大会は
十八親和銀行が主催　

▲「エコノミクス甲子園」全国大会には地方大会・インターネット大会を勝ち抜いた44校88名が出場。プレゼンテーション発表と筆記試験を経て幅広い形式
のクイズに挑む／左下. 優勝後に大会スポンサーのマニュライフ生命保険株式会社 専務執行役員CDO 外池宏之氏、取締役代表執行役社長兼
CEOブノワ・メスレ氏と一緒に撮影

OKUBO YUKI
大久保 優樹
Age 17
長崎県立佐世保北高等学校
3年生

「第18回 エコノミクス甲子園
　全国大会」
長崎県立佐世保北高等学校 優勝
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Age 17
長崎県立佐世保北高等学校
3年生

「
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ノ
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ス
甲
子
園
」で

佐
世
保
北
高
校
が
見
事
優
勝
！

　
「
第
18
回
全
国
高
校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ

選
手
権 

エコ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園 

マニュ
ラ
イ
フ
生

命
カ
ッ
プ 

全
国
大
会
」が
2
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
、長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
等
学
校
の
大

久
保 

優
樹
さ
ん
と
田
代 

豊
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝
。

今
回
、優
勝
し
た
お
二
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

―
―
「
エコ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」
優
勝
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。出
場
の
き
っ
か
け
は
？

大
久
保
　
高
校
2
年
時
の
探
究
学
習（
※
）で

地
域
学
習
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
い
た
ら
、

担
当
の
黒
﨑
先
生
か
ら「『
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子

園
』の
長
崎
大
会
が
あ
る
か
ら
出
て
み
た
ら
？
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。友
人

の
田
代
さ
ん
を
誘
っ
て
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
大
会
の
勉
強
は
大
変
で
し
た
か
？

田
代
　
大
会
の
学
習
教
材
な
ど
を
使
い
な
が

ら
、1
日
1
時
間
、金
融
経
済
の
勉
強
を
続
け

ま
し
た
。

―
―
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
感
想
を
ど
う
ぞ
。

大
久
保
　
勉
強
し
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
り

満
足
し
て
い
ま
す
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
様
で

才
能
あ
る
人
た
ち
と
交
流
で
き
、大
変
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

田
代
　
優
勝
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。全
国
か

ら
き
た
仲
間
た
ち
が
、勝
っ
た
と
き
に
は
全
力
で

喜
び
、負
け
た
時
に
は
涙
を
流
し
な
が
ら
悔
し
が

る
姿
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、自
分
も
物
事
に
全

力
で
取
り
組
む
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
※
）探
究
学
習
…
…
生
徒
自
身
が
興
味
や
関
心
を
持
つ
テ
ー

マ
を
設
定
し
、そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
情
報
を
収

集
・
分
析
し
、意
見
を
交
換
し
な
が
ら
協
働
し
て
学
ぶ
学

習
活
動
。２
０
２
２
年
度
か
ら
高
校
で「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」と
し
て
本
格
的
に
導
入
。

「
国
際
経
済
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

日
本
代
表
団
で
出
場
！

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」の
副
賞
で
、二
人
は

「
国
際
経
済
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
I
E
O
）」の
出
場

権
を
選
択
。日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
、7
月

22
日
か
ら
8
月
1
日
ま
で
約
2
週
間
に
わ
た
っ

て
香
港
で
開
催
さ
れ
た
I
E
O
に
出
場
し
た
。

―
―
I
E
O
出
場
で
得
た
こ
と
は
？

田
代
　
金
融
経
済
の
知
識
に
加
え
て
、大
会
は

全
て
英
語
で
行
わ
れ
る
の
で
、使
え
る
英
語
力

を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。海
外
の

人
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
た
の

で
、自
分
も
も
っ
と
積
極
的
に
話
し
か
け
て
、人

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
受
験
勉
強
と
の
両
立
は
？

大
久
保
　
参
加
者
は
大
会
前
か
ら
東
京
大
学

の
青
木
教
授
や
院
生
の
皆
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
で
経
済
学
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

I
E
O
出
場
で
夏
休
み
の
2
週
間
、受
験
勉

強
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、I
E
O
出
場
は

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
I
E
O
も
終
わ
り
、今
は
受
験
勉
強
真
っ

只
中
で
す
ね
。今
後
の
進
路
は
？

田
代
　
法
学
部
を
目
指
し
て
い
ま
す
。法
律
や

政
治
学
も
一
緒
に
学
ん
で
、自
分
の
視
野
を
も

っ
と
広
げ
た
い
で
す
。

大
久
保
　
I
E
O
で
香
港
が
抱
え
る
住
宅
不

足
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
策
を
問
わ
れ
る
課
題

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、経
済
だ
け
で
な
く
、政
治

的
特
性
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、経
済
と
政

治
の
深
い
繋
が
り
を
認
識
し
ま
し
た
。大
学
で
は

経
済
学
だ
け
で
は
な
く
、政
治
学
も
学
び
た
い

で
す
。

―
―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
二

人
の
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！▲インタビュー後に高校正門前で撮影

▲十八親和銀行 佐世保本店ビル懐霄館11階展望室にて
「国際経済オリンピック」の壮行会を開催。左端から長崎
県立佐世保北高等学校　藤原校長、大久保さん、田代さ
ん、大串常務（十八親和銀行）、黒﨑教諭

▲上下.「国際経済オリンピック」出場メンバー記念写真 ▲上下.大会は高校生に金融経済の理解を深めてもらうために認定
NPO法人金融知力普及協会が毎年開催。地方大会の長崎大会は
十八親和銀行が主催　

▲「エコノミクス甲子園」全国大会には地方大会・インターネット大会を勝ち抜いた44校88名が出場。プレゼンテーション発表と筆記試験を経て幅広い形式
のクイズに挑む／左下. 優勝後に大会スポンサーのマニュライフ生命保険株式会社 専務執行役員CDO 外池宏之氏、取締役代表執行役社長兼
CEOブノワ・メスレ氏と一緒に撮影

OKUBO YUKI
大久保 優樹
Age 17
長崎県立佐世保北高等学校
3年生

「第18回 エコノミクス甲子園
　全国大会」
長崎県立佐世保北高等学校 優勝
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M O N T H L Y  R E P O R T

　十八親和アートギャラリーでは、11月12日から季節展示室と絵画展示室1、ホワイエに於いて秋季恒例企画
「曝涼展～掛軸の世界」を、陶磁器展示室2に於いて陶磁器小企画「煌めく釉薬」を開催いたします。
　秋の恒例企画「曝涼展」では、所蔵品の虫干しを兼ねて掛軸の一般公開を行っています。江戸時代の南画家・
椿椿山、長崎県出身の日本画家・小林観爾などの山水画や花鳥画のほか、木庵性瑫、即非如一、良寛和尚による
一行書など約40幅をご紹介いたします。
　また、陶磁器小企画「煌めく釉薬」では、弊館の多彩な陶磁器コレクションの中から、釉薬の美しさが際立つ、
孔雀釉、塩釉、天目釉による未公開作品5点をご紹介いたします。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。
※企画展の会期は、次回展の都合により変更する場合があります

十八親和アートギャラリー
鑑 賞 無 料

［開館時間］10：00～16：00（入館は15：30まで）
［休 館 日］日・月・祝日、年末年始（12/30～1/4）
※土曜日が祝日の場合は開館

長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル1F　TEL.0956-23-4856　西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分、ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

さいとう・べんさく：有田の奥川忠右衛門窯で修業。1964年に日展入選以降、日本伝統工芸展、一水会展などで入選を
重ねる他、国際陶芸展、フランス国際芸術サロン展など国際展への招待多数。木の葉の模様を映し出した独自技法
「染付木の葉流し」など移ろう自然をテーマに作陶。現在、大分県佐伯市に一土窯を構える。日本工芸会正会員。

斉藤 勉作

◀過去の展示風景

めく釉薬

2024

11.12
火

12.7
土

曝 展
掛軸の世界

2024

11.12
火

3.1
土

斉藤 勉作 《天目釉鳴門大花器》▶

2025

陶磁器小企画

秋季恒例企画




